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五

明　
　
　
徳
川
刑
法
に
お
い
て
は
教
唆
の
こ
と
を
「
頼
み
」
　
「
差
脚
」
　
「
申
勧
」
　
「
申
含
」
等
と
称
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
「
人
を
し

論　
　
て
犯
罪
実
行
の
決
意
を
生
ぜ
し
め
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
、
た
だ
習
慣
的
に
犯
罪
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ら
の
語
を
使
い
わ
け
て
い
た
に
す
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一
二
‘三四五六七

は
し
が
き

わ
が
共
犯
法
制
の
歴
史
的
考
察

頭
取
と
同
類

従
犯
的
諸
形
態
（
以
上
前
号
）

差
　

図

　
－
　
前
期
に
お
け
る
教
唆
犯

　
皿
　
御
定
書
以
降
の
教
唆
犯

皿
教
唆
犯
の
特
質

判
例
法
に
み
え
た
る
共
同
正
犯
的
処
分
方
式

　
－
　
些
司
E
巳
白
諸
彦
濠

　
　
」
］
’
1
一
⊥
ち
r
釜
四
口
」
ノ
』
一
’

　
　
　
一
二
（
以
上
本
口
5
。
）
三
四

　
H
．
　
一
卑
　
丑
ハ
　
闘
問
　
正
　
犯

む
　
す
　
び

徳
川
幕
府
刑
法
に
お
け

る

共

犯

　　○
石・じ

塚

英

夫



　
　
　
　
　
こ

　
ぎ
な
い
。
い
い
か
え
る
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
教
唆
犯
と
し
て
法
的
に
は
同
一
の
効
果
を
有
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
従
犯
の
こ

説　
　
と
く
用
語
に
よ
る
取
扱
い
の
差
異
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
教
唆
そ
の
も
の
は
徳
川
刑
法
の
他
の
部
門
と
同
様
時
期
に
よ
る
変
動

論　
　
は
ま
ぬ
か
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
章
の
考
察
は
ま
ず
こ
の
点
を
中
心
に
展
開
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
（
一
）
　
一
般
に
殺
人
罪
に
関
し
て
は
「
差
圓
」
を
、
放
火
罪
に
つ
い
て
は
「
頼
み
」
を
、
そ
し
て
そ
の
ほ
か
の
雑
多
な
犯
罪
に
は
「
申
勘
」
を
つ
か
っ
て

　
　
　
　
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
も
と
よ
の
そ
れ
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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前
期
に
お
け
る
教
唆
犯
の
取
扱
い
は
甚
だ
明
確
を
欠
い
て
い
る
。
　
も
と
よ
り
、
教
唆
が
可
罰
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
正
犯
と
の
関
係
で
そ
の
取
扱
い
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
あ
る
一
定
の
原
則
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
た

と
え
ば
、
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
放
火
罪
の
ば
あ
い
を
考
え
て
み
る
と
、
徳
川
刑
法
上
こ
れ
が
火
罪
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
御
定
書

制
蛋
前
と
い
え
ど
も
ほ
ぼ
肇
な
と
こ
ろ
で
あ
る
姪
そ
の
教
唆
犯
に
つ
い
て
は
御
仕
置
裁
許
帳
は
大
別
つ
ぎ
の
四
通
り
の
判
例
を
記

録
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
ω
　
被
頼
て
火
附
し
た
も
の
を
火
罪
と
し
た
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
　
囲
　
同
、
流
罪
に
処
し
た
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
㈲
　
教
唆
者
、
被
教
唆
者
と
も
に
獄
門
に
処
せ
ら
れ
た
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
（
六
）

　
　
働
　
教
唆
者
火
罪
、
被
教
唆
者
獄
門
の
例

こ
れ
ら
の
間
に
裁
判
所
の
固
定
し
た
態
度
を
見
出
す
こ
と
は
も
と
よ
り
困
難
で
あ
る
が
、
右
四
種
の
中
で
は
ω
の
ば
あ
い
が
も
っ
と
も
多

く
、
し
た
が
っ
て
本
期
に
お
い
て
は
被
教
唆
者
ロ
正
犯
と
教
唆
犯
と
を
同
視
す
る
傾
向
が
つ
よ
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。



　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
傾
向
は
実
は
放
火
犯
に
限
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
放
火
罪
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
み
る

　
と
、
ま
ず
人
を
頼
ん
で
縁
者
を
捨
て
さ
せ
た
事
件
に
関
し
、

　
　
宵
廻
文
二
年
寅
二
日
月
⊥
ハ
日

　
　
　
壷
人
彌
五
左
衛
門
　
是
ハ
長
谷
川
藤
右
衛
門
中
間
、
此
者
之
相
響
所
左
衛
門
相
煩
、
雄
子
町
吉
兵
衛
店
八
左
衛
門
所
二
丁
在
候
を
、

　
　
　
　
　
此
二
五
左
衛
門
二
被
髪
、
爾
国
橋
へ
捨
、
其
上
武
ケ
所
切
付
候
由
、
宿
八
左
衛
門
申
二
付
、
爲
穿
墾
之
、
評
定
所
よ
り
入
、

　
　
　
　
右
之
者
、
同
寅
二
月
十
九
日
朽
木
輿
五
郎
方
え
渡
り
、
死
罪

　
　
寛
文
二
寅
二
月
三
日

　
　
　
壷
人
種
左
衛
門
　
是
ハ
維
子
町
吉
兵
衛
店
之
者
、
所
左
衛
門
と
申
者
久
々
相
煩
型
青
星
二
、
相
智
長
谷
川
藤
右
衛
門
内
彌
五
左
衛
門

　
　
　
　
　
何
方
え
も
捨
候
え
と
脚
註
故
、
相
出
居
白
干
者
共
舛
三
河
町
三
丁
目
権
右
衛
店
彌
兵
衛
出
居
衆
長
兵
衛
と
、
右
之
所
左
衛
門
を

　
　
　
　
　
菰
二
包
、
南
國
橋
え
捨
申
二
付
、
穿
難
之
内
籠
舎
、

　
　
　
　
右
之
者
、
同
月
十
九
日
井
上
河
内
守
方
え
渡
り
、
死
罪

　
　
　
同
日

　
　
　
壼
人
彌
兵
衛
　
是
ハ
三
河
町
三
丁
目
構
右
衛
門
店
之
者
、
右
之
八
左
衛
門
二
葉
頼
、
所
左
衛
門
を
雨
國
橋
え
持
参
、
捨
置
候
、
其
上

　
　
　
　
　
所
左
衛
門
を
戴
ケ
所
切
付
申
候
二
付
、
穿
磐
之
内
入
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

　
　
　
　
右
之
者
、
同
寅
二
月
十
九
日
井
上
河
内
守
方
え
渡
り
、
死
罪

　
　
の
ご
と
き
仕
置
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
な
に
よ
り
も
注
意
す
べ
き
は
教
唆
者
と
被
教
唆
者
は
も
と
よ
り
、
被
教
唆
老
に
さ
ら
に
依
頼
さ

説　
　
れ
て
、
第
一
の
被
教
唆
者
と
と
も
に
実
行
し
た
も
の
に
い
た
る
ま
で
一
率
に
死
罪
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
御
方
式
に

論　
　
は
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芸人
貢鴇」 説

　
〔
九
〇
〕

　
．
一
、
被
頼
て
人
を
殺
者
、
茸
頼
む
者
之
類

　
　
　
　
　
撚
欺
．

山
話
る
、
す
～
、
の
後
に
濯
よ
り
弟
子
を
殺
ス
頼
人
被
頼
者
共
、
死
罪
之
筈
之
威
、
弟
子
鎌
入
湿
て
澤
立
、
追
放
も
あ
拠
と
記
さ
れ

て
い
る
。
同
様
に
女
房
を
人
に
頼
ゑ
Q
切
殺
さ
せ
た
事
件
に
つ
い
て
も
、
依
頼
者
、
被
依
頼
者
と
も
に
解
死
入
と
し
た
判
匠
。
澱
み
え
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
み
る
と
放
火
…
非
以
外
で
は
一
様
に
教
唆
者
、
被
教
唆
者
を
同
罪
に
処
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
・
徳

川
前
期
の
教
唆
犯
は
、
放
火
罪
に
つ
い
て
は
ば
ら
一
ば
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
犯
罪
で
は
教
唆
者
も
被
教
唆
者
も
同
様
に
扱
う
傾
向
が
み

ら
れ
、
そ
の
間
に
一
貫
し
た
も
の
が
見
出
せ
な
い
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
結
局
成
文
法
の
な
か
っ
た

｝
，
㌧
と
に
帰
せ
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
全
体
と
し
て
み
れ
ば
不
平
一
と
い
う
は
か
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
と
に
か
く
、
教
唆
者
・

被
教
唆
者
を
同
一
に
み
な
す
傾
向
の
つ
よ
か
っ
た
こ
と
は
本
期
の
共
犯
観
念
が
当
時
の
徳
川
刑
法
全
体
の
傾
向
と
と
も
に
未
だ
事
実
主
義

的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
．
あ
よ
．
つ
な
判
例
の
不
琶
も
次
第
に
統
あ
方
向
に
灯
っ
た
も
の
の
ご
と
く
、
す
で
に
律
令
要
略
に
は
御
定
書
と
ほ
ぼ
同
様
の

規
定
が
ぐ
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
か
、
り
、
す
で
に
そ
の
頃
ま
。
に
は
慣
習
法
は
禦
書
の
規
定
す
る
形
と
ほ
竺
致
す
る
ま
で
に
整
備

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
一
）
　
元
楡
御
法
式
に
は

　
　
〔
九
七
〕

　
　
一
　
火
を
付
．
け
る
者
ウ
ん
類
、
火
罪

　
の
ご
と
く
み
、
そ
い
る
（
近
世
法
制
史
料
難
、
第
一
、
四
五
七
頁
）
．
。
し
か
し
稀
に
で
は
あ
る
が
、
御
仕
置
難
帳
は
放
火
に
獄
門
・
死
罪
が
科
さ
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葺ム．

郡口
説

　
　
れ
た
仕
置
例
を
載
せ
て
い
る
（
御
仕
置
裁
許
帳
六
の
「
火
を
洩
る
者
之
富
戸
投
薬
確
者
之
類
」
の
項
参
照
）
。

（
二
）
御
仕
置
裁
許
帳
六
（
四
九
九
）
、
・
寛
文
二
年
寅
二
月
五
日
・
直
人
女
ま
さ
に
関
す
る
判
例
。
な
お
同
書
の
六
（
四
七
一
、
四
七
五
）
を
参
照
。

（
三
）
　
御
仕
置
裁
許
帳
六
（
四
六
一
）
、
寛
文
七
年
未
正
月
晦
日
・
壷
人
女
た
ま
に
関
す
る
仕
置
例
。

（
四
）
御
仕
置
裁
許
帳
六
（
四
六
三
）
、
寛
文
八
年
申
二
月
七
日
・
萱
入
女
こ
ま
及
び
萱
入
小
室
六
大
夫
に
関
す
る
仕
置
例
。

（
五
）
御
仕
置
裁
許
帳
六
（
四
七
〇
）
、
延
寳
九
年
酉
四
月
＋
六
日
・
官
人
女
さ
し
及
び
同
年
四
月
廿
二
日
・
萱
人
宇
右
衛
門
に
関
す
る
判
例
。

（
六
）
な
お
元
　
御
方
式
〔
九
七
〕
は
、
前
掲
の
も
の
の
ほ
か
「
火
付
道
具
を
持
候
計
、
又
は
人
に
被
頼
、
火
を
付
候
類
二
死
罪
、
流
人
」
の
ご
と
き
例

　
　
を
載
せ
て
い
る
（
近
世
法
制
史
料
叢
書
第
一
、
四
五
六
頁
）
。

（
七
）
御
仕
置
裁
許
帳
五
（
三
六
四
－
三
六
五
）
。
な
お
元
様
御
方
式
〔
八
九
〕
に

　
　
　
一
　
被
頼
て
人
を
捨
る
者
之
類
　
　
死
罪

　
　
と
あ
る
を
参
照
（
近
世
法
制
史
料
叢
書
第
一
、
四
五
六
頁
）
。

（
八
）
元
陣
御
方
式
〔
九
〇
〕
　
（
右
同
書
、
四
五
六
頁
）
。

（
九
）
濯
う
に
こ
の
文
言
は
延
寳
三
年
・
南
大
工
町
制
丁
目
野
田
宗
作
が
浪
人
山
崎
新
六
を
頼
ん
で
不
良
の
弟
子
井
村
宗
順
を
殺
害
さ
せ
た
事
件
に
つ
い

　
　
て
の
判
例
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
御
仕
置
裁
許
帳
五
（
三
六
六
）
）
参
照
）
。

（
一
〇
）
御
仕
置
裁
許
帳
四
（
】
一
三
二
）
、
元
緑
七
戌
十
二
月
廿
五
日
・
萱
入
中
村
萬
右
衛
門
及
び
同
十
二
月
廿
七
日
・
野
人
藤
沼
又
八
に
関
す
る
仕
置

　
　
例
・
な
お
殺
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
継
子
を
川
へ
突
落
し
た
案
件
に
つ
き
、
祖
父
、
実
母
と
も
に
江
戸
十
里
四
方
追
放
の
例
も
存
す
る
（
御
仕
置
裁
許

　
　
帳
二
（
二
六
〇
ご
）
。

（
一
一
）
律
令
要
略
四
九
は
殺
人
の
教
唆
に
関
し

　
　
　
〔
⊥
ハ
ニ
八
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
田
本
「
下
手
人
」
に
作
る
）

　
　
　
一
　
手
二
掛
不
殺
と
い
へ
と
も
、
致
引
回
、
人
を
頼
、
爲
殺
聾
者
　
　
　
死
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
●
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と
規
定
さ

み
た
も
の

書
で
示
さ

　
一
　
後

百
箇
条
第

　
寛
保
二

　
一
　
人

　
　
從
前

れでれ但4に年七期
てあて頼之被極十に
いりい候例頼

も
の
火
罪

る
。
本
条
は
そ
の
肩
書
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
文
は
寛
保
二
年
二
月
廿
九
日
の
御
下
知
に
よ
っ
て
決
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
但
書
は
「
只
今
迄
之
取
計
を
以
相
認
」
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
但
書
の
根
拠
と
な
っ
た
判
例
が
草
案
に
は
朱

る
。
曰
く
、

火
を
附
候
も
の

タピ

罪

い
た
り
教
唆
犯
の
一
部
は
御
定

条
「
火
附
御
仕
置
之
事
」
の
中

はの
　一ヒ‘

　に
　規
　定
　せ
　ら
　れ
　て

　そ
　の

　固
　た
　る
　基
　準
　を
　も
　くつ

　こ
　と
　と
　な
　つ
　た
　o　す
　な
　わ
　ち
　、

　
〔
六
二
九
“

　
一
　
右
被
頼
、
人
を
殺
候
も
の
　
　
　
遽
嶋
、

ま
た
放
火
…
非
に
つ
い
て
は
、
同
五
三
に

　
〔
六
五
五
〕

　
一
、
人
二
被
頼
、
火
を
附
候
も
の
　
　
死
罪

　
　
　
　
　
但
、
頼
候
も
の
火
罪

と
み
ゅ
。
な
お
前
記
殺
人
罪
に
関
し
て
は
嗣
六
三
、
　
「
人
殺
」

る
（
近
世
法
制
史
料
叢
書
第
二
、
三
四
六
一
三
五
六
頁
）
。

の
項
に
も
重
ね
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
方
は
文
言
ま
で
御
定
書
と
一
致
し
て
い
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是
ハ
享
保
八
半
年
富
澤
町
平
四
郎
儀
堀
江
町
久
兵
衛
娘
と
密
通
致
し
罷
在
火
事
紛
二
右
脳
を
連
退
候
巧
二
而
堀
江
町
平
七
召
使
庄
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
　
を
頼
右
久
兵
衛
居
宅
後
影
爲
致
投
導
火
を
書
判
同
然
門
付
頼
候
平
四
郎
引
廻
之
上
火
襟
脚
頼
候
庄
助
も
同
罪
二
罷
常
費

　
　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
依
頼
者
も
被
依
頼
者
も
ふ
つ
う
の
放
火
正
犯
と
同
じ
く
火
罪
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ

　
　
は
前
期
に
か
な
り
み
ら
れ
た
処
分
方
法
で
あ
る
が
、
法
典
は
被
教
唆
者
に
関
し
て
は
こ
れ
を
採
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
前
記
の
よ
う
に

　
　
す
で
に
律
令
要
略
で
は
御
定
書
と
同
じ
規
定
を
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
こ
の
判
例
以
後
の
慣
習
法
に
御
定
書
が
し
た
が
っ

　
　
た
と
考
え
る
方
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
定
書
が
放
火
依
頼
者
を
放
火
正
犯
と
同
じ
火
罪
に
処
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
．

　
教
唆
者
を
正
犯
に
準
じ
た
も
の
と
し
て
取
扱
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
被
依
頼
者
、
す
な
わ
ち
正
犯
を
普
通

　
　
正
犯
に
科
す
る
刑
よ
り
も
一
段
軽
く
処
断
し
て
い
る
の
は
、
被
教
唆
者
に
自
ら
の
犯
罪
を
な
す
と
の
意
思
が
一
ふ
つ
う
の
正
犯
に
較
べ

　
　
て
1
稀
薄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
つ
ぎ
に
教
唆
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
第
七
十
一
条
「
人
二
藍
疵
附
等
御
仕
置
之
事
」
の
中
の
左
の
規
定
で
あ
る
。

　
　
　
元
文
五
年
極

　
　
　
一
差
圓
い
た
し
人
を
殺
さ
せ
候
も
の
　
　

下
手
人

　
　
　
同

　
　
　
一
　
差
圓
を
請
人
を
殺
候
も
の
　
　
　
　
　
　
鵠
3
8
　
　
島

　
　
こ
れ
も
草
案
の
朱
書
に
よ
れ
ば
、
差
図
者
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
是
ハ
元
文
四
未
醤
奥
州
羽
田
村
湾
之
丞
と
申
も
の
常
々
人
柄
悪
敷
同
村
市
十
郎
市
郎
治
儀
左
衛
門
と
口
論
い
た
し
右
遺
恨
を
以
三
人

説　
　
　
　
之
も
の
宅
江
火
を
可
附
杯
と
申
弄
し
候
故
其
分
二
差
置
候
而
ハ
村
中
迷
惑
二
付
右
三
人
之
も
の
共
近
村
之
も
の
共
を
相
可
申
合
候
内

論　
　
　
　
市
十
郎
儀
左
衛
門
嚢
端
に
て
清
之
丞
を
殺
呉
候
鳥
二
市
郎
治
江
相
野
殺
さ
せ
候
型
付
市
十
郎
儀
死
罪
御
仕
置
之
例
を
以
相
認
申
候
但
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轟冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
儲
俄
左
砒
鮒
悶
ロ
バ
牢
死

と
い
う
判
例
に
基
い
た
も
の
で
あ
り
、
三
差
図
者
の
方
に
つ
い
て
は
そ
の
す
ぐ
後
に

　
　
是
ハ
右
奥
州
羽
田
村
市
十
郎
儀
左
衛
門
二
道
頼
市
郎
治
儀
清
之
丞
を
致
殺
害
候
得
共
外
二
巧
候
事
無
学
二
付
遠
島
申
付
候
例
を
以
相

　
　
　
　
　
　
　

　
　
認
申
候

と
み
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
誓
書
を
し
た
だ
け
で
直
接
手
を
下
す
に
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
の
方
が
死
罪
の
差
図
を
う
け
、
殺
人
を
な

し
た
方
は
遠
島
に
処
せ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
実
行
者
を
も
っ
て
「
被
頼
：
…
…
致
殺
害
採
得
共
外
ム
兆
候
事
無
之
」
も
の

と
断
じ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
上
記
二
罪
に
お
け
る
御
定
書
の
態
度
は
、
立
法
者
が
犯
罪
実
行
の
事
実
よ
り
も
そ
の
実
行
に
原
因
を
与
え
る
こ
と
の
方
を

重
視
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
差
誉
者
、
依
頼
者
を
通
常
の
正
犯
と
同
視
し
、
被
差
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
、
実
行
者
を
前
者
の
従
犯
的
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
以
上
は
御
定
書
に
み
え
る
教
唆
犯
の
概
観
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
御
定
書
は
こ
の
ほ
か
に
も
甚
だ
特
殊
な
ば
あ
い
に
つ
い
て
で

は
あ
る
が
教
唆
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
密
通
の
男
が
相
手
の
女
に
そ
の
夫
を
殺
す
こ
と
を
教
唆
す
る
ば
あ
い
に
関

す
る
、
御
定
書
第
四
十
八
条
「
密
通
御
仕
置
之
事
」
の
中
の

　
從
前
々
之
例

　
一
　
密
夫
致
し
實
之
夫
を
殺
候
女
　
　
　
　
　
　
　
　
引
廻
之
上
　
礫

　
　
　
　
但
實
之
夫
を
殺
候
様
一
一
勧
候
欺
又
ハ
致
手
傳
殺
候
男
獄
門

な
る
規
定
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
は
さ
き
に
の
べ
た
教
唆
犯
の
処
分
方
法
と
は
全
然
趣
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
惟
う
に
、
当
時
の
封

建
道
徳
は
主
従
・
親
子
と
な
ら
ん
で
夫
婦
も
ま
た
上
下
の
関
係
に
お
い
て
把
握
し
て
い
た
か
ら
、
夫
を
殺
害
す
る
こ
と
は
い
わ
ば
逆
罪
と
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説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
V

も
考
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
動
機
が
密
通
に
あ
る
に
及
ん
で
は
、
も
は
や
右
に
み
た
よ
う
な
主
観
主
義
的
な
共
犯
観
念
を
あ

て
は
め
る
余
地
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
木
製
は
特
殊
な
事
情
に
よ
る
例
外
的
な
規
定
と
理
解
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
基
本
が
前
記
二
条
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
（
一
）
　
（
二
）
徳
禁
後
五
、
一
三
五
頁
。

　
（
三
）
　
（
四
）
徳
禁
後
五
、
一
八
七
一
一
八
八
頁
。

　
（
五
）
教
唆
者
。
被
教
唆
者
を
正
犯
・
従
犯
的
関
係
と
し
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
、
赦
律
語
－
九
条
の

　
　
　
　
一
、
差
圃
を
請
人
を
殺
候
も
の
御
仕
置
輕
重
二
慮
ジ
赦
免
可
申
付
事

　
　
　
な
る
規
定
に
対
す
る
立
法
理
由
を
説
明
し
た
別
冊
の
左
記
記
述
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
・
曰
く
、

　
　
　
　
盛
者
親
之
差
圖
請
入
を
殺
候
も
の
意
外
先
例
不
相
見
候
得
共
御
定
書
二
甘
鯛
い
た
し
人
を
殺
さ
せ
候
も
の
下
手
人
差
國
を
憂
人
を
殺
候
も
の
遠
島

　
　
　
　
と
有
之
差
囲
を
請
人
を
殺
候
傭
人
殺
之
手
傳
鼓
手
引
い
た
し
候
も
の
と
同
等
之
御
仕
置
二
而
心
慮
差
別
章
典
品
も
無
之
候
聞
右
二
見
合
評
議
之
上

　
　
　
　
相
認
申
候
（
徳
禁
後
六
、
四
八
○
頁
）

　
（
六
）
妻
が
夫
を
殺
害
す
る
こ
と
が
、
い
わ
ば
逆
罪
に
等
し
か
っ
た
点
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
古
類
集
二
九
（
二
二
七
七
）
寛
政
十
・
泉
州
磯
上
村
仁

　
　
　
右
衛
門
密
夫
い
た
し
候
一
件
に
お
け
る
林
大
學
頭
の
「
夫
を
殺
し
候
母
は
母
な
か
ら
も
獄
逆
の
も
の
に
て
…
…
…
」
に
始
ま
る
、
御
尋
御
書
取
之
御

　
　
　
答
を
参
照
せ
よ
。

　
二
　
し
か
ら
ば
御
定
書
の
規
定
し
な
い
教
唆
犯
の
事
例
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
判
例
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず

　
θ
　
教
唆
者
は
自
ら
実
行
し
た
の
と
同
様
に
扱
わ
れ
た
ば
あ
い
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
御
定
書
の
そ
れ
と
同
じ
立

場
の
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
入
を
差
脚
し
て
三
焦
．
を
疵
付
け
た
、
文
化
三
年
矢
向
村
無
宿
永
藏
一
件
で
は
、
製
図
者
は
自
ら
疵
付
け

な
く
と
も
、
前
掲
の
「
差
憩
い
た
し
人
を
爲
殺
侯
も
の
　
下
手
人
」
な
る
百
箇
条
の
規
定
の
趣
旨
が
類
推
さ
れ
て
、
古
主
を
疵
付
け
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

の
の
正
犯
の
刑
、
す
な
わ
ち
、
引
廻
し
之
上
質
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
お
り
、
同
様
に
、
人
を
差
引
し
て
押
込
を
さ
せ
た
、
文
化
十
一
年
上
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払百旧 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ご

州
下
野
田
村
一
郎
右
衛
門
一
件
は
自
ら
押
込
ん
だ
の
と
同
断
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
ま
た
文
化
十
三
年
の
肥
前
瀕
長
崎
村
伊
之
助
外
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

一
件
で
も
、
窃
盗
の
際
人
を
差
図
し
て
発
見
者
を
殺
さ
せ
た
も
の
に
対
し
て
、
入
殺
之
上
盗
の
御
定
が
適
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
れ
ら
を
も
っ
て
み
れ
ば
判
例
は
放
火
、
殺
人
の
こ
罪
以
外
の
犯
罪
に
つ
い
て
も
、
右
二
罪
に
示
し
た
御
定
書
の
処
分
方
法
を
踏
襲
し
て

い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
記
三
例
は
御
定
書
に
「
規
定
あ
る
罪
」
の
教
唆
の
例
で
あ
っ
た
が
、
右
の
ご
と
き
態
度
は
さ
ら
に
御
定
書
に
全
然
規
定

を
欠
く
犯
罪
に
つ
い
て
も
あ
て
は
め
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
元
年
京
都
町
奉
行
伺
、
當
時
無
宿
妻
入
津
田
郁
次
儀

兄
え
愉
し
及
不
法
候
｝
件
評
議
は
「
婚
儀
吟
味
書
之
趣
二
て
は
此
も
の
は
津
田
十
藏
兄
二
候
呼
子
妾
腹
撫
付
父
丹
下
存
寄
を
以
弟
十
藏
を

兄
二
い
た
し
丹
下
跡
式
は
右
十
限
々
早
い
た
し
候
由
二
有
之
左
候
得
は
此
も
の
實
は
兄
二
候
と
も
右
之
通
丹
下
存
寄
を
以
相
定
置
候
上
は

全
く
算
え
糾
し
不
法
燃
差
圖
い
た
し
候
二
相
執
り
明
和
四
切
年
土
屋
越
前
守
町
奉
行
勤
役
今
節
手
事
伺
之
上
御
仕
置
申
付
候
常
時
無
宿
牛

久
保
玄
豪
儀
兄
玄
庵
久
離
之
儀
を
相
詫
馬
煙
心
底
二
候
ハ
・
い
た
し
方
も
可
有
之
峰
町
候
て
酒
給
野
上
玄
庵
方
え
罷
越
し
理
不
慮
二
あ
は

れ
茶
碗
綿
打
こ
わ
し
玄
庵
衣
類
を
着
し
購
外
脇
差
を
帯
し
彼
是
過
言
等
申
懸
候
儀
と
も
兄
玄
庵
え
蔑
し
不
法
之
仕
方
（
中
略
）
不
届
之
至
二

付
軽
追
放
申
付
候
例
二
見
合
算
も
の
は
着
用
蹄
闘
之
儀
不
承
知
二
戸
ハ
・
樺
威
を
以
連
出
土
候
様
又
は
手
込
い
た
し
候
て
も
不
苦
旨
再
慮

源
兵
衛
え
相
頼
候
而
巳
隔
て
其
身
罷
越
あ
は
れ
候
儀
等
は
飯
井
候
得
共
耀
え
謝
し
不
法
の
差
即
い
た
し
郵
亭
は
例
同
榛
之
趣
意
配
付
伺
之

通
存
名
誉
で
軽
追
尊
と
の
・
べ
・
被
告
は
自
ら
兄
に
対
し
不
法
を
働
い
た
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
人
に
差
聴
し
て
実
行
さ
せ
た
以
上

自
ら
実
行
し
た
る
と
変
妙
な
く
、
　
「
兄
に
尽
し
て
不
法
を
働
い
た
も
の
は
輕
追
放
」
な
る
先
例
に
よ
り
軽
追
放
を
科
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
結
局
、
教
唆
者
は
自
ら
犯
し
た
ら
科
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
ご
と
き
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
帰
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

．
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
ば
あ
い
、
被
教
唆
者
は
い
か
な
る
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
例
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

第
二
例
の
上
州
下
野
田
村
一
郎
右
衛
門
一
件
で
は
、
被
教
峻
者
。
上
州
無
宿
勇
吉
に
対
し
、
　
「
此
儀
前
書
一
郎
右
衛
門
（
こ
の
事
件
の
教
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唆
者
－
筆
者
註
）
　
評
議
二
申
潮
候
御
定
二
同
類
死
罪
と
有
之
候
間
伺
之
通
死
罪
」
な
る
評
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
第
三
例
の
肥

　
後
重
唱
崎
村
船
津
浦
伊
之
助
外
四
人
唐
船
江
盗
欝
乎
其
上
唐
人
を
海
中
江
投
込
爲
及
溺
死
候
一
件
に
お
け
る
被
教
唆
者
．
丑
之
助
に
関
す

　
る
評
議
に
は
「
此
儀
追
駈
参
候
唐
人
を
海
中
江
投
込
候
段
ハ
善
次
郎
差
圖
二
随
ひ
い
た
し
季
候
儀
二
付
唐
船
警
乗
移
り
荷
物
盗
取
候
段
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

　
之
不
届
二
而
…
…
…
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
最
後
の
當
時
無
宿
津
田
郁
次
一
件
の
被
教
唆
者
・
重
三
源
兵
衛
に
関
し
て
は
「
風
儀
吟
味
書
之

　
趣
歴
て
は
此
も
の
ハ
大
坂
町
奉
行
組
之
も
の
捕
も
の
等
有
之
写
糊
之
も
の
召
使
候
も
の
之
由
吟
味
書
朱
書
二
申
上
平
杯
事
馴
候
故
を
以
郁

　
次
相
取
鞍
擦
綴
付
穏
二
十
藏
を
連
出
來
楼
上
は
不
将
之
節
は
桜
之
侯
得
共
軍
威
を
以
何
様
に
も
い
た
し
連
出
來
呉
皆
様
郁
次
相
頼
二
二
泥

　
ミ
所
持
之
脇
差
十
手
を
差
捕
方
之
躰
二
丈
成
大
坂
表
上
意
之
趣
申
儒
家
田
下
藏
罷
業
候
こ
と
方
え
罷
越
候
も
の
二
有
之
去
ル
寅
年
小
田
切

　
土
佐
守
手
限
息
出
上
御
仕
置
申
付
候
武
州
金
杉
村
七
郎
兵
衛
方
二
居
候
熊
吉
儀
喜
右
衛
門
と
底
ひ
物
陰
轍
之
儀
二
回
申
雫
一
旦
立
別
候
慮

　
金
儲
虫
取
心
底
二
は
無
理
曲
尽
共
酒
鮨
給
平
貝
紛
且
又
同
人
を
捕
威
候
ハ
・
可
面
白
と
存
盗
賊
無
暗
申
事
候
慮
権
六
参
り
掛
取
扱
候
二
付

　
同
入
も
怪
敷
由
を
申
爾
入
と
も
自
身
番
屋
え
連
容
加
役
長
谷
川
平
藏
家
渠
小
田
切
喜
十
郎
召
使
旨
旨
無
跡
形
も
名
前
を
隈
々
り
町
役
人
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

　
熱
々
旨
申
聞
候
始
末
不
届
二
付
輕
追
放
申
付
候
例
二
見
合
品
輕
く
御
座
浮
間
伺
之
通
十
手
取
上
大
坂
を
播
山
城
組
中
携
」
な
る
評
議
が
あ

　
　
り
、
こ
れ
ま
た
人
に
依
頼
さ
れ
て
な
し
た
と
い
う
事
情
が
考
慮
さ
れ
て
正
犯
の
刑
よ
り
減
軽
さ
れ
た
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
）

　
　
ち
、
被
教
唆
者
は
普
通
正
犯
よ
り
一
等
減
軽
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
以
上
考
察
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
徳
川
刑
法
の
教
唆
犯
に
対
す
る
基
本
的
な
態
度
が
御
定
書
に
み
ら
れ
た
も
の
と
同
一
で
あ
っ
た
こ
と

　
　
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
徳
川
刑
法
が
教
唆
犯
に
関
し
て
、
教
唆
者
を
正
犯
、
被
教
唆
者
を
従
犯
の

　
ご
と
く
扱
っ
た
こ
と
の
意
味
は
、
　
一
つ
に
は
教
唆
者
が
被
教
唆
者
の
行
為
を
通
じ
て
自
己
の
犯
意
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

説　
　
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
教
唆
行
為
が
右
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
、
し
か
も
そ
の
犯
罪
が
教
唆
者
に
と
っ
て
違
法
性
な
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た

論　
可
罰
性
も
な
い
と
き
に
は
当
該
犯
罪
の
被
教
唆
者
（
実
行
者
）
も
ま
た
不
可
罰
的
で
あ
る
と
し
た
も
の
に
、
明
和
八
年
奥
州
大
久
保
村
攣
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説論

死
△
．
無
あ
り
・
さ
ら
に
ま
た
・
通
常
の
刑
よ
り
軽
か
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
・
寛
政
元
年
上
州
闘
定
村
大
助
覆
管
見
出
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
を
附
言
し
て
お
こ
う
。

　
口
　
こ
れ
ま
で
の
べ
て
き
た
と
こ
ろ
は
教
唆
犯
に
お
い
て
教
峻
者
を
正
犯
の
刑
に
処
し
た
ば
あ
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
仮
に
種
々
の
事

情
で
教
唆
者
を
正
犯
の
刑
に
処
さ
な
い
ば
あ
い
で
も
、
と
に
か
く
、
被
教
唆
者
よ
り
は
重
く
罰
す
る
と
い
う
傾
向
は
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
か
よ
う
な
例
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
一
、
二
例
示
す
れ
ば
、

　
ω
　
寛
保
二
戊
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
家
俗
人
江
勧
メ
旅
商
人
殺
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
李
隠
岐
守
御
預
り
所
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豫
州
宇
摩
郡
小
川
山
村
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戊
三
月
九
日
於
御
預
り
所
入
牢
，
　
　
　
　
真
・
念

　
　
右
真
採
血
自
分
申
口
よ
り
事
起
り
榮
助
岩
右
衛
門
善
六
と
及
口
論
助
四
郎
儀
ハ
善
六
を
致
打
郷
候
二
付
追
而
怨
可
致
哉
と
存
且
借
候

　
　
米
之
催
促
を
遁
レ
井
預
居
候
銀
子
徳
分
二
可
致
た
め
道
心
者
黒
身
と
し
て
助
四
郎
を
勧
メ
善
六
を
爲
堤
外
段
重
々
不
屈
二
付
於
其
所

　
　
獄
門
二
申
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
撫
側
門
埣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戊
三
月
九
日
於
御
預
り
所
入
牢
　
　
　
　
　
助
四
郎

　
　
右
助
四
郎
儀
善
六
を
打
臨
い
た
し
可
相
思
銀
子
之
催
促
を
駆
血
た
め
真
宝
舟
申
旨
善
六
を
殺
候
段
重
々
不
届
博
識
死
罪
申
三
五
）

　
②
　
文
化
六
年
丹
波
國
下
竹
田
村
惣
兵
衛
初
筆
巧
事
い
た
し
候
一
件
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下
竹
田
村
　
　
　
　
利
李
次

　
　
　
　
右
之
も
の
儀
彌
三
右
衛
門
不
致
雇
馬
候
付
馬
甲
羅
難
儀
二
候
爵
惣
兵
衛
よ
り
蕪
て
相
頼
候
と
は
乍
申
言
多
頭
共
々
三
葉
牛
二
被
突
致

　
　
　
　
氣
絶
候
躰
二
取
持
候
始
末
不
届
之
至
二
付
所
梯

　
　
　
　
　
此
儀
前
書
．
惣
兵
衛
二
葉
頼
申
遇
い
た
し
候
も
の
二
曹
同
人
二
見
合
品
輕
御
座
候
間
伺
之
通
所
彿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
評
議
之
通
濟

　
　
、
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
被
教
唆
者
の
責
任
を
教
唆
者
の
そ
れ
よ
り
軽
く
し
て
い
た
の
は
、
被
教
唆
者
の
犯
意
が
通
常
教
唆
者
の
そ
れ

　
　
に
比
し
て
稀
薄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
教
唆
者
に
お
い
て
も
そ
の
犯
罪
に
関
し
特
別
の
意
思
を
も
っ
て

　
　
い
た
ば
あ
い
に
は
例
外
が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
某
に
遺
恨
を
も
つ
あ
る
男
に
相
談
を
か
け
ら
れ
た
際
、
「
殺
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
り
仕
方
あ
る
ま
い
」
な
る
助
言
を
し
た
の
は
人
殺
の
差
圖
に
あ
た
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
ば
あ
い
、
被
差
図
者
の
方
で
も
も
と
も
と
遺
恨
を

　
　
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
こ
そ
「
當
人
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
通
常
の
被
差
十
重
と
は
同
視
で
き
ず
、
両
人
と
も
下
手
人

　
　
た
る
べ
き
で
あ
る
が
、
一
人
殺
さ
れ
て
二
曲
下
手
入
に
な
っ
た
先
例
は
な
い
と
の
理
由
の
も
と
に
、
差
尋
者
は
死
罪
、
被
差
図
者
は
下
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
セ
　

　
　
人
と
さ
れ
た
、
天
明
元
年
信
州
禰
津
東
町
長
藏
一
件
が
あ
る
。
し
か
も
な
お
、
こ
の
ば
あ
い
教
唆
者
の
方
を
一
等
重
く
処
罰
し
て
い
た
こ

　
と
は
、
た
と
い
形
式
的
に
も
せ
よ
、
教
唆
者
な
り
と
さ
れ
た
以
上
正
犯
よ
り
は
重
く
罰
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

　
　
な
い
。

　
　
な
お
、
教
唆
者
が
さ
ら
に
被
教
唆
者
と
と
も
に
犯
罪
の
実
行
を
な
せ
ば
、
現
行
刑
法
上
共
犯
の
競
合
と
し
て
共
同
正
犯
を
も
っ
て
論
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
　
る
こ
と
に
な
る
が
、
徳
川
刑
法
に
お
い
て
は
土
ハ
同
正
犯
と
す
る
ほ
か
、
頭
取
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
頭
取
の

説　
項
（
第
三
章
第
一
節
）
で
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
く
り
か
え
さ
な
い
。

論　
　
日
　
さ
て
、
以
上
の
原
則
的
な
処
分
方
法
に
対
し
、
ご
く
稀
に
で
は
あ
る
が
例
外
的
措
置
の
み
と
め
ら
れ
た
感
興
が
あ
る
。
そ
の
第
一
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例
は
人
を
教
唆
し
て
墓
の
燕
石
を
窃
取
さ
せ
た
、
享
和
三
年
芝
青
松
寺
門
前
町
熊
次
郎
一
件
で
あ
り
、
教
唆
者
惣
兵
衛
に
関
す
る
評
議
に

説　
よ
れ
ば
「
，
此
儀
（
中
略
）
全
盗
之
差
圏
い
た
し
候
も
の
故
節
事
實
熊
次
郎
外
篇
人
よ
り
盗
品
不
宜
併
一
躰
盗
之
所
業
事
を
二
又
は
手
荒
成

論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
）

　
儀
二
も
無
之
聞
右
之
も
の
共
よ
り
御
仕
置
重
層
点
画
は
有
之
間
敷
哉
回
付
」
な
る
理
由
で
、
被
教
唆
者
熊
次
郎
と
同
じ
く
入
墨
重
敲
の
刑

　
　
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
犯
罪
の
模
様
は
と
く
に
危
険
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
教
唆
者
を
区
別
す
る
必
．
要
は
な
い
と

　
　
い
う
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
い
つ
も
か
か
る
軽
微
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
教
唆
犯
に
関
す
る
一
般
的
な
原
則
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

　
う
か
。
こ
の
種
の
判
例
が
少
い
の
で
明
確
で
は
な
い
が
、
す
で
に
み
た
事
例
（
た
と
え
ば
本
節
四
所
掲
の
文
化
六
・
丹
波
國
仁
兵
衛
一
件
）

　
等
よ
り
し
て
、
わ
た
く
し
は
む
し
ろ
こ
れ
を
消
極
に
解
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　

　
　
第
二
例
は
全
員
が
関
所
山
．
越
の
正
犯
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
、
明
和
八
年
の
仕
置
例
で
あ
る
。
惟
う
に
、
関
所
山
越
は
当
時
の
治
安
上
き

　
　
わ
め
て
危
険
な
行
為
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
刑
法
上
も
こ
れ
が
違
反
に
は
極
刑
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
と
き
の
被

　
教
唆
者
の
主
観
的
意
思
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
ま
ず
な
さ
れ
た
行
為
そ
の
も
の
の
責
任
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

　
　
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ば
あ
い
に
は
当
時
の
教
唆
犯
を
貫
く
主
観
主
義
的
な
刑
法
観
は
一
榔
さ
れ
て
、
事
実
主
義
的
、
一
般
予

　
防
主
義
的
立
場
に
帰
っ
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て
、
前
期
に
お
い
て
は
一
般
的
に
み
ら
れ
た
事
実
主
義
的
傾

　
向
が
後
期
に
い
た
っ
て
、
わ
ず
か
に
こ
の
種
の
も
の
に
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
い
す
る
で
あ
ろ
う
。

（一

j
公
事
方
御
定
書
下
巻
第
七
十
一
条

寛
保
元
年
極

一
　
古
主
を
殺
候
も
の

同

一
　
同
爲
手
負
候
も
の

晒
之
上
　
　
礫

引
廻
之
上
浦
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説、

（
二
）
新
類
集
二
九
（
一
二
〇
三
）
文
化
三
・
矢
向
村
無
宿
永
藏
元
主
人
癒
え
押
込
同
類
え
及
差
圖
手
疵
爲
負
候
一
件
。
判
決
全
文
を
示
せ
ば
つ
ぎ
の
ご

　
　
と
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
向
　
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
　
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
　
　
　
賊

　
　
右
之
も
の
儀
入
墨
之
上
重
敲
又
は
重
敲
御
仕
置
二
相
成
宝
器
も
悪
事
不
相
思
同
類
馴
合
所
々
町
家
百
姓
家
入
口
戸
〆
り
有
之
庭
固
畔
放
し
或
は
焼

　
　
抜
懸
鐵
を
外
シ
抜
匁
を
持
頭
取
押
込
家
内
之
も
の
を
縛
り
置
聲
立
候
ハ
・
爪
切
殺
と
申
威
し
衣
類
帯
袴
反
物
裁
地
刀
脇
差
金
銀
銭
風
呂
敷
雑
物
奪

　
　
　
放
殊
二
見
暫
馨
立
候
も
の
え
手
疵
爲
二
叉
仲
人
通
り
有
之
這
入
不
得
逃
去
或
は
往
來
激
て
讐
師
躰
之
も
の
二
突
登
り
帯
し
居
候
脇
差
無
躰
二
奪
取

　
　
其
外
同
類
馴
合
在
々
籔
ケ
語
え
盗
二
入
口
…
籔
不
嫁
盗
取
前
書
之
品
共
其
度
々
二
齋
彿
又
ハ
預
ケ
置
金
銀
借
受
盗
取
候
金
銀
銭
と
も
配
分
い
た
し
元

　
　
　
主
人
留
書
金
子
貯
可
有
之
迎
獲
言
い
た
し
頭
取
押
込
自
分
は
面
確
証
見
知
居
候
故
闇
キ
所
二
忍
滞
在
岩
五
郎
輿
市
え
差
等
い
た
し
右
皆
膳
を
縛
り

　
　
　
置
金
子
有
所
責
問
既
岩
五
郎
儀
皆
膳
、
兄
手
疵
を
爲
．
負
候
爵
は
自
分
二
て
疵
付
送
も
同
様
之
始
末
重
々
不
屈
至
極
二
付
引
廻
し
之
上
礫

　
　
　
　
思
量
品
々
盗
悪
事
い
た
し
候
不
屈
も
御
座
申
得
共
吟
味
書
野
趣
二
て
ハ
元
窯
人
皆
膳
金
子
貯
居
候
儀
と
存
家
内
勝
手
存
居
候
事
故
押
込
金
子
可

　
　
　
　
奪
取
段
獲
言
い
た
し
同
類
岩
五
郎
輿
添
一
悪
臆
面
宅
え
押
込
此
も
の
は
井
面
を
被
見
知
候
故
闇
き
所
二
拍
重
藤
囲
い
た
し
岩
五
郎
與
市
は
抜
匁

　
　
　
　
を
持
盤
立
候
ハ
・
両
切
良
計
由
・
皆
膳
を
縛
り
金
子
有
所
相
姦
金
鏡
奪
取
説
得
舗
装
も
金
子
可
有
之
間
吉
島
候
標
差
違
い
た
し
候
故
岩
五
郎
儀
皆

　
　
　
　
卜
え
疵
付
候
盛
岡
有
之
右
始
末
重
之
不
屈
臨
御
座
主
御
定
書
二
曲
主
を
軸
受
も
の
晒
之
上
礫
同
案
手
負
候
も
の
引
廻
し
之
上
傑
と
有
之
此
も
の

　
　
　
　
ハ
疵
活
魚
様
差
國
い
た
し
露
玉
も
無
之
候
得
共
抜
匁
を
持
寄
切
殺
旨
申
金
子
有
所
を
尋
金
鏡
奪
取
・
候
も
の
え
猫
も
金
子
可
有
之
間
責
間
候
様
差

　
　
　
　
圓
い
た
し
候
ハ
疵
付
帯
様
本
圃
い
た
し
候
も
同
様
目
付
差
向
い
た
し
人
を
爲
隠
岩
も
の
下
手
人
之
御
定
を
も
見
合
天
主
え
爲
手
負
候
も
の
引
廻

　
　
　
　
之
上
傑
之
御
定
二
て
伺
之
通
引
廻
之
上
傑

　
　
　
　
　
　
評
議
之
通
濟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

（
三
）
新
類
集
九
（
二
三
三
）
文
化
十
一
・
上
州
下
野
田
村
一
郎
右
衛
門
金
子
賜
田
候
一
件
。
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説

（
四
）
　
公
一
畢
方
殆
御
定
坐
劇
下
巻
第
四
十
山
ハ
条

　
　
　
從
前
々
之
例

　
　
　
一
人
を
殺
盗
い
た
し
候
も
の
　
　
　
　
引
廻
細
引
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
　
　
目

（
五
）
纏
類
集
十
（
十
一
）
文
化
十
三
・
肥
前
國
長
崎
村
船
津
浦
伊
之
助
外
四
人
唐
船
江
盗
二
入
墨
上
唐
人
を
海
中
江
投
込
二
士
溺
死
候
一
件
。

（
六
）
新
類
集
二
二
（
八
六
八
）
文
化
元
・
二
時
無
宿
浪
人
津
田
郁
次
儀
兄
え
無
し
及
不
法
候
一
件
評
議
。

（
七
）
本
件
被
教
唆
者
に
関
し
て
は
、
新
類
集
十
一
（
二
七
一
）
に
記
載
が
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
ほ
か
に
も
押
込
の
頭
取
そ
の
他
数
々
の
犯
罪
を
重
ね
て

　
　
お
り
、
こ
の
事
件
固
有
の
刑
は
不
明
で
あ
る
。

（
八
）
前
掲
註
（
三
）
所
引
判
例
の
上
州
無
宿
9
3
吉
に
関
す
る
部
分
参
照
。

（
九
）
前
掲
註
（
五
）
所
引
判
例
の
丑
之
助
に
関
す
る
評
議
。

（
一
〇
）
新
類
集
十
（
二
四
四
）
文
化
元
・
當
時
無
宿
浪
入
津
田
郁
次
儀
兄
え
黒
し
及
不
法
候
一
件
。

（
一
一
）
御
定
書
に
み
え
る
教
唆
の
ニ
ケ
条
を
根
拠
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
被
教
唆
者
は
教
唆
者
よ
り
も
刑
を
韓
く
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
判
例
が

　
　
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
享
和
三
年
小
石
川
白
山
大
道
通
長
五
郎
召
使
椹
兵
衛
初
筆
涌
い
た
し
候
一
件
の
再
評
議
に
曰
く
、

　
　
　
此
馬
主
人
主
藏
二
塁
有
之
間
盗
二
入
日
様
申
渤
候
二
同
意
い
た
し
芝
之
も
の
共
（
教
唆
者
、
正
兵
衛
・
由
兵
衛
…
筆
者
註
）
手
引
に
て
右
繭
人
部

　
　
　
押
え
参
り
五
牛
時
頃
迄
咄
居
裏
口
よ
り
案
内
い
た
し
候
二
ま
か
せ
立
寄
セ
有
之
土
藏
之
戸
を
亡
婦
入
省
い
た
し
候
始
末
同
類
と
見
極
評
議
仕
候
得

　
　
　
共
猫
又
御
尋
之
趣
を
以
再
慮
評
議
仕
候
庭
御
定
書
二
差
暴
い
た
し
入
を
爲
殺
候
も
の
差
糠
を
受
人
を
殺
候
も
の
之
御
仕
置
輕
重
之
差
別
も
有
之
人

　
　
　
二
被
頼
火
を
附
候
も
の
井
僚
機
も
の
御
仕
置
之
儀
も
是
又
差
別
御
座
候
間
居
い
た
し
候
檬
黒
瀬
候
擢
兵
衛
由
兵
衛
は
盗
人
之
手
引
致
し
候
も
の
之

　
　
　
御
定
二
て
死
罪
六
助
儀
は
戸
明
之
盗
士
女
定
二
て
別
紙
例
も
御
座
候
間
伺
之
通
入
墨
之
上
重
敲
申
付
可
然
奉
存
候
（
新
類
集
十
二
r
（
三
〇
二
）
）
）

　
　
な
お
績
類
集
十
六
（
三
三
）
文
政
七
・
中
山
道
高
崎
宿
二
お
み
て
召
心
地
伏
見
宮
家
來
今
井
主
殿
不
筋
之
取
計
い
た
し
候
一
件
参
照
。

（
一
二
）
古
類
集
十
五
（
一
〇
一
一
）
明
和
八
・
奥
州
大
久
保
村
攣
死
人
一
件
評
議
に
「
此
儀
主
人
同
檬
之
も
の
之
差
圃
二
て
六
三
郎
を
割
木
二
て
初
棒
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説

　
　
　
打
候
間
筋
宜
候
ハ
・
御
省
二
は
不
及
程
ψ
儀
二
御
座
候
得
共
・
：
…
－
」
と
み
ゆ
。

　
（
＝
二
）
古
類
集
十
一
（
六
三
三
）
寛
政
元
。
上
州
國
定
村
大
助
遠
い
た
し
候
］
件
の
評
議
に
［
…
…
…
悪
事
い
た
し
候
埣
を
殺
二
親
は
無
購
筋
二
御
座

　
　
　
候
間
右
親
二
温
習
及
殺
害
候
も
の
口
重
キ
御
各
二
及
申
込
品
書
」
と
あ
る
。
な
お
古
類
集
二
八
（
二
二
二
八
）
寛
政
九
・
美
作
國
楢
原
下
村
百
姓
小

　
　
　
右
衛
門
伜
傳
内
丹
次
三
兄
小
十
郎
を
及
殺
害
候
一
件
評
議
を
参
照
せ
よ
。

　
（
一
四
）
被
害
者
が
札
つ
き
の
悪
宜
で
指
名
手
配
中
の
人
物
で
あ
っ
た
も
の
を
差
聾
し
て
殺
さ
せ
た
事
件
に
つ
き
、
本
罪
下
手
人
で
あ
る
が
こ
れ
を
ゆ
る

　
　
　
め
て
重
追
放
と
し
た
例
も
あ
る
。
天
保
類
集
三
五
（
一
）
文
政
十
・
相
州
三
崎
西
之
町
清
助
人
殺
之
差
青
い
た
し
候
一
件
。

　
（
一
五
）
　
舗
偲
駄
示
後
五
、
　
二
五
三
i
二
五
山
ハ
｝
貝
。

　
、
（
一
六
）
新
類
集
十
（
二
五
三
）
文
化
六
・
丹
波
園
下
竹
田
村
雲
兵
衛
初
筆
巧
事
い
た
し
候
一
件
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
－

　
（
一
七
）
古
類
集
十
五
（
九
八
四
）
天
明
元
・
信
州
哺
津
東
町
傳
之
助
下
男
喜
助
を
及
殺
害
候
一
件
。

　
（
一
八
）
　
た
と
え
ば
古
類
集
十
五
（
一
〇
三
〇
）
寛
政
八
・
信
州
八
幡
村
通
歴
培
え
押
込
弾
倉
籍
候
無
宿
忠
五
郎
一
件
、
新
類
集
十
二
（
一
一
二
三
）
文
化

　
　
　
四
・
大
久
保
出
雲
守
手
際
目
て
欠
落
い
た
し
候
古
田
善
吉
初
筆
ロ
論
之
節
取
落
し
需
品
拾
芳
信
一
件
、
同
十
一
（
二
七
一
）
文
化
五
・
無
宿
榮
次
郎

　
　
　
初
筆
盗
又
ハ
入
二
疵
附
候
一
件
等
。

　
（
一
九
）
新
類
集
十
三
（
三
六
六
）
享
和
三
・
芝
青
松
寺
門
前
町
伊
右
衛
門
弟
子
熊
次
．
郎
初
筆
盗
い
た
し
候
一
件
。
ち
な
み
に
本
件
被
教
唆
者
に
対
す
る

　
　
　
仕
置
は
、
同
十
二
（
二
七
八
）
に
み
ゆ
。

　
（
二
〇
）
司
法
資
料
第
二
百
七
十
三
號
、
徳
川
時
代
裁
判
事
例
縞
刑
事
之
部
、
五
七
三
－
五
七
六
頁
。

　
三
　
以
上
は
徳
川
刑
法
に
お
け
る
教
唆
犯
が
正
犯
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
を
う
け
て
い
た
か
の
考
察
で
あ
っ
た
。
以
下
角
度

を
変
え
て
、
教
唆
者
は
自
己
の
教
唆
行
為
に
つ
き
い
か
な
る
範
囲
ま
で
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
み
た
い
。

　
惟
う
に
、
・
こ
の
問
題
は
結
局
、
被
教
唆
者
“
正
犯
の
行
為
と
教
峻
行
為
と
の
齪
麟
と
い
う
点
に
帰
着
す
る
。
し
か
し
、
実
を
い
え
ば
こ

の
問
題
に
関
す
る
判
例
は
き
わ
め
て
少
い
。
い
ま
こ
れ
ら
の
判
例
を
年
代
順
に
検
討
し
て
み
る
と
、
ま
ず
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説

寛
政
八
辰
年
二
月

松
李
伊
豆
守
殿
御
差
圖

一
　
神
田
無
宿
吉
次
人
殺
…
件

町

小奉
　　ノ　し

田伺

切
土
佐
守
懸

日
本
橋
無
宿

　
　
ろ
組
之

　
　
　
　
新

次
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マ
こ

　
　
（
前
略
）
　
相
恩
丹
次
義
我
儘
致
侯
国
・
其
段
申
立
候
様
可
致
鷹
無
界
儀
桜
之
町
二
候
迎
相
野
囚
人
共
江
丹
次
を
打
臨
い
た
し
候
標

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

　
　
申
含
既
吉
次
義
咽
を
〆
其
外
之
も
の
共
元
々
致
仕
榔
丹
次
儀
相
果
候
及
仕
儀
候
上
は
不
届
二
付
遠
島

　
　
　
　
　
　
　
右
御
仕
置
附

　
　
右
追
々
御
描
場
所
遠
野
入
中
追
放
二
相
成
候
庭
両
又
御
構
場
所
江
立
入
廻
り
筒
二
而
籔
博
突
度
々
致
候
不
届
も
御
座
候
慮
相
牢
丹
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
　
、
）

　
　
を
廿
日
爲
打
響
い
た
し
候
様
相
岩
端
聖
哲
外
之
も
の
共
江
申
含
既
吉
次
義
丹
次
口
を
割
上
申
と
致
し
咽
を
〆
候
上
一
同
打
榔
致
同
人

　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
マ
・
）
　
、
　
“
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、

　
　
相
果
候
忌
避
お
よ
ひ
候
段
別
而
不
届
二
御
座
候
得
共
晶
害
致
候
様
申
含
候
義
二
は
無
常
福
福
致
し
人
を
必
殺
候
も
の
下
手
人
之
御

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
へ
　
　
　
　
　
　

　
　
定
二
見
合
品
脛
御
座
候
間
遠
島

な
る
仕
置
例
で
は
、
打
螂
せ
よ
と
教
唆
し
た
と
こ
ろ
誤
っ
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
被
教
唆
者
の
殺
人
行
為
に
対
し
て
ま
で

は
責
任
を
負
わ
し
め
て
い
な
い
。

　
し
か
る
に
、
元
主
人
宅
え
押
込
、
金
品
の
在
所
を
い
わ
せ
る
た
め
仲
間
を
し
て
元
主
人
を
脅
迫
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
彼
が
元
主
人
を
手
負

わ
せ
た
、
文
化
三
年
の
矢
向
無
宿
永
藏
一
件
（
前
節
註
α
参
照
）
の
評
議
は
「
此
も
の
ハ
疵
付
宮
様
差
回
い
た
し
三
二
も
無
之
候
心
土
ハ
抜

匁
を
西
園
切
殺
懸
口
金
子
有
所
を
尋
金
銭
奪
取
囲
も
の
え
猶
も
金
子
可
有
之
間
責
問
盗
難
差
響
い
た
し
候
ハ
疵
付
候
標
差
圖
い
た
し
候
も



　
同
竺
岱
と
い
う
理
由
で
、
教
唆
者
を
し
て
教
唆
行
為
の
範
囲
を
（
少
く
と
も
形
式
的
に
は
）
越
え
た
被
教
唆
者
の
行
為
全
部
に
つ
き

　
　
そ
の
責
任
を
み
と
め
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
態
度
は
さ
ら
に
文
政
二
年
無
宿
平
内
一
件
に
も
受
け
つ
が
れ
、
こ
こ
で
は
も
っ
と
鮮
明
な
形
で
理
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
す
な
わ
ち
、
本
件
は
暴
行
の
教
唆
者
が
自
己
の
教
唆
の
結
果
と
し
て
不
測
の
殺
人
を
発
生
さ
せ
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
、
評
議
は
こ
れ

　
　
に
つ
い
て
「
此
儀
（
中
略
）
再
慮
据
腰
評
議
仕
候
庭
李
内
儀
む
手
打
二
い
た
し
可
遣
旨
墨
差
圖
候
二
相
違
無
事
候
と
も
右
故
常
次
郎
逢
殺

　
　
害
候
上
は
自
身
と
常
次
郎
江
疵
耳
標
候
所
存
之
慮
案
外
根
深
疵
爲
負
及
死
候
次
第
二
成
候
と
同
県
之
趣
意
二
有
之
然
ル
上
は
安
永
六
酉
年

　
　
曲
淵
先
甲
斐
守
町
奉
行
勤
役
之
節
伺
之
上
御
仕
置
申
付
候
堂
時
無
宿
甚
三
郎
儀
萬
助
江
遺
恨
有
之
候
辿
小
刀
を
以
三
ケ
所
疵
付
附
帯
二
而

　
　
萬
助
相
器
候
上
は
不
馴
備
付
下
手
人
申
付
聖
母
有
之
右
吟
味
書
棚
馬
鞭
而
は
萬
助
申
分
心
外
即
断
疵
上
件
恨
可
晴
と
所
持
之
小
刀
懐
中
い

　
　
た
し
罷
出
途
中
二
而
萬
助
江
疵
付
同
人
結
果
候
と
有
之
最
初
可
殺
心
底
二
番
之
相
手
及
死
幽
趣
意
は
同
様
二
而
一
躰
之
始
末
も
品
不
宜
候

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
　

　
　
案
下
同
様
下
手
人
し
と
の
べ
て
、
た
と
い
直
接
の
教
唆
は
し
な
く
と
も
、
そ
れ
は
畢
党
、
殺
意
を
も
た
ず
単
に
暴
行
を
加
え
た
と
こ
ろ
、

　
　
意
外
に
も
相
手
を
死
に
至
ら
せ
た
の
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
ば
あ
い
や
は
り
殺
人
罪
に
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
も
下
手
人
相
当

　
　
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
論
旨
は
整
然
と
し
て
い
る
。

　
　
　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
わ
れ
わ
れ
は
被
教
唆
者
の
行
為
と
教
唆
行
為
と
の
齪
齢
に
関
連
七
て
全
く
相
反
す
る
判
例
の
存
在
す
る
こ
と
を
知

　
　
つ
た
。
し
か
も
前
述
の
ご
と
く
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
属
す
る
仕
置
例
は
少
い
の
で
い
ま
に
わ
か
に
明
確
な
結
論
は
出
し
難
い
け
れ
ど

　
　
も
、
第
二
、
第
三
例
が
年
代
的
に
も
ず
っ
と
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
が
評
定
所
の
評
議
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
思
い

　
　
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
幕
．
府
裁
判
所
の
見
解
の
推
移
も
あ
る
程
度
推
知
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

説　
　
　
（
一
）
撰
述
格
例
初
篇
十
　
ノ
ニ
（
一
）
寛
政
八
・
神
田
無
宿
吉
次
人
殺
一
件
。
な
お
本
件
被
教
唆
者
。
な
ま
ぶ
け
吉
次
は
園
内
の
殺
人
の
ゆ
え
を
も
つ

，
論
　
　
　
　
　
て
死
罪
を
科
せ
ら
れ
て
い
る
（
同
上
判
例
参
照
）
。
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（
二
）
前
節
註
（
二
）
所
引
判
例
参
照
。

（
三
4
績
類
集
十
六
（
八
）
文
政
二
・
無
宿
平
内
品
々
悪
事
い
た
し
候
一
件
評
議
。

亜1
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最
後
に
本
章
で
明
ら
か
に
な
し
え
た
事
柄
を
要
約
す
れ
ば
、
第
一
に
教
唆
犯
に
お
い
て
も
前
期
は
事
実
主
義
的
な
傾
向
が
つ
よ
か
っ
た

が
、
大
体
、
御
定
書
制
定
の
前
後
を
境
と
し
て
主
観
主
義
的
な
線
へ
と
移
行
し
て
ゆ
き
、
そ
う
し
て
後
期
に
は
わ
ず
か
に
当
時
治
安
警
察

上
重
大
な
危
険
性
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
た
関
所
山
越
の
犯
罪
に
だ
け
前
期
的
な
名
残
を
と
ど
め
る
に
至
っ
た
こ
と
。
第
二
に
御
定
書
は
教

唆
犯
に
関
し
わ
ず
か
ニ
ケ
条
の
各
則
的
規
定
を
お
く
の
み
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
規
定
の
趣
旨
は
多
く
判
例
の
上
に
く
み
い
れ
ら
れ

て
後
．
期
に
お
け
る
慣
習
法
的
地
位
を
確
立
し
た
こ
と
。
大
体
以
上
の
二
点
に
つ
き
よ
う
か
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
御
定
書
以
後
の
幕
府
刑
法
が
教
唆
犯
に
お
い
て
教
唆
者
を
重
視
す
る
傾
向
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す

で
に
み
て
き
た
頭
取
・
当
人
と
な
ら
ん
で
こ
れ
を
共
同
犯
罪
に
お
け
る
正
犯
と
し
て
考
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
同
時
に
こ
れ
ら
が
律

の
造
意
者
の
流
れ
を
く
む
一
連
の
「
獲
意
者
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
こ
と
も
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一』
ノ、

　
わ
れ
わ
れ
は
前
三
章
に
お
い
て
、
御
定
書
の
規
定
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
に
判
例
を
ま
じ
え
な
が
ら
徳
川
刑
法
に
お
け
る
共
犯
の
法
釧
法

制
を
一
通
り
概
凝
し
た
。
　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
共
犯
は
頭
取
・
同
類
を
も
っ
と
も
典
型
的
な
ば
あ
い
と
し
、
教
唆
犯
に
い
た
る
ま

で
、
首
・
従
、
正
犯
。
従
犯
の
関
係
に
お
い
て
把
握
さ
れ
、
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
、
共
同
正
犯
的
観
・
念
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
ら
ば
徳
川
刑
法
は
共
同
正
犯
的
な
取
扱
い
を
全
然
示
さ
な
か
っ
た
か
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

と
い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
い
な
、
む
し
ろ
、
判
例
の
上
で
は
か
な
り
広
汎
に
み
と
め
ら
れ
て
い
た
、
と
さ
え
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
は
、
こ
の
種
の
事
例
に
属
す
る
判
例
を
、
ω
　
あ
ら
ゆ
る
共
同
者
が
そ
れ
ぞ
れ
構
成
要
件
の
全
部
を
み
た

し
た
ば
あ
い
　
②
　
共
謀
の
上
一
人
が
実
行
し
た
ば
あ
い
　
圖
　
共
謀
の
上
一
入
が
実
行
し
、
他
は
そ
の
封
巾
助
を
な
し
た
る
ば
あ
い
、
の

三
型
に
大
別
し
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
一
）
高
柳
真
三
博
士
は
、
徳
川
刑
法
の
共
犯
に
関
し
「
共
同
の
犯
罪
、
共
同
正
犯
関
係
に
立
つ
も
の
に
対
す
る
威
遣
に
つ
い
て
、
御
定
書
乃
至
幕
府
の

　
　
　
態
度
を
想
見
し
う
る
の
は
、
殺
人
罪
に
関
す
る
一
箇
の
判
例
（
殴
書
六
十
一
ハ
の
仕
置
例
。
後
述
丑
参
照
f
－
筆
者
註
）
の
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の

　
　
　
他
の
場
合
に
お
い
て
如
何
に
庭
諭
せ
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
御
定
書
の
中
に
共
同
正
犯
の
観
念
を
明
示
し
た
規
定
は
な
く
、
ま
た
裁

　
　
　
判
所
に
お
い
て
も
こ
れ
に
相
常
す
る
腱
分
方
針
を
確
立
し
て
み
な
か
っ
た
こ
と
は
、
略
確
か
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
」
　
（
高
柳
博
士
「
徳
川
時
代
刑

　
　
　
法
の
概
観
」
四
’
1
四
二
頁
）
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
。

を△．

雨冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
一
　
あ
ら
ゆ
る
共
同
者
が
そ
れ
ぞ
れ
構
成
要
件
の
全
部
を
み
た
し
た
ば
あ
い
。

　
こ
の
ば
あ
い
に
各
説
が
土
ハ
同
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
負
う
べ
き
は
き
わ
め
て
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
そ
う
で
な

か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
く
り
か
え
し
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
前
記
し
た
と
こ
ろ
と
は
別
に
、
こ
の
種
の
ば
あ
い
に
共
同
正
犯
的
取
扱
を
示
し
た
こ
と
が
甚
だ
多
か
っ
た

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
期
に
あ
た
る
延
寳
五
年
十
月
廿
八
日
の
判
決
に
、

　
　
　
　
　
七
兵
衛

　
　
戴
人
　
　
　
　
　
　
　
是
ハ
上
野
町
池
之
端
唐
物
屋
源
右
衛
門
下
人

　
　
　
　
　
六
兵
衛

　
　
　
　
業
者
土
日
、
常
十
三
日
笹
野
主
入
源
右
衛
門
を
切
付
、
同
女
房
を
切
殺
シ
、
家
財
盗
取
、
欠
落
仕
候
を
、
六
兵
衛
請
人
徳
右
衛
門
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説

　
　
　
　
皆
長
三
郎
と
印
者
追
欠
参
、
上
州
坂
本
村
二
て
捕
え
、
宿
次
二
て
板
橋
村
之
者
共
迭
リ
属
來
ル
付
、
牢
舎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
右
戴
入
之
者
、
已
十
一
月
晦
日
於
淺
草
礫
、

と
み
え
、
さ
ら
に
、
こ
れ
と
同
時
に
縁
座
し
た
七
兵
衛
の
父
親
加
左
衛
門
に
対
す
る
仕
置
例
に
は
「
（
上
略
）
此
者
惇
七
兵
衛
と
卜
者
、

東
叡
山
池
之
端
唐
物
屋
源
右
衛
門
召
使
二
て
有
之
朦
、
其
身
傍
輩
六
兵
衛
と
思
者
と
堅
人
申
合
、
主
入
源
右
衛
門
を
思
詰
十
三
日
之
夜
勤

倒
云
匹
と
あ
る
か
ら
・
共
同
し
て
主
殺
を
な
し
た
も
の
が
共
同
正
犯
と
し
て
処
断
さ
れ
た
こ
と
明
瞭
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ

う
な
処
分
の
仕
方
は
む
し
ろ
前
期
に
お
い
て
は
ふ
つ
う
の
こ
と
に
属
し
、
あ
え
て
異
と
す
る
に
足
り
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
し
か
し
か
か
る
事
例
は
御
定
書
制
定
の
後
に
も
数
多
く
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
天
明
五
年
無
宿
利
八
一
件
、
寛
政
六
年
松
五
郎
一
件
、

同
じ
く
護
六
年
の
無
宿
蒸
気
葵
穐
文
化
清
華
州
留
士
黒
甜
．
華
語
簿
藷
金
助
外
実
一
翫
．
天
保
五
年
品
川
無
宿

新
八
外
笑
一
掃
．
芳
・
ほ
と
ん
ど
枚
奪
い
と
ま
な
澄
で
あ
る
が
・
蔑
に
蕎
正
犯
的
事
例
に
は
下
前
髄
「
…
…
と
町

回
．
着
順
申
．
起
両
議
罷
一
．
商
類
書
威
望
ゴ
、
高
三
編
み
ご
と
く
、
ま
ず
共
謀
の
事
実
を
あ
げ
て
あ
る
の
が
常
で
あ
り
、

そ
の
結
果
・
商
繊
「
…
…
同
様
之
も
の
二
桟
「
…
…
同
断
二
ξ
．
両
三
有
薫
「
全
之
同
塑
ξ
．
等
の
判
断
が
な
さ

れ
て
共
同
正
犯
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
共
同
正
犯
は
以
上
の
用
語
を
も
っ
て
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
知
り
う
る
が
、
も
と
よ
り
同
罪
に
な
っ
た
こ
と
で
、
た
だ
ち
に
共
同
正
犯
の
観
念
の
存
在
を
肯
定
す
る
根
拠
と
は
な
し
え
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
近
代
刑
法
に
お
け
る
共
同
正
犯
の
観
念
を
当
時
に
み
と
め
ん
と
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
と

思
う
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
主
張
す
る
意
図
も
も
た
な
い
。
け
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
共
同
正
犯
的
」
事
例
の
存
在
を
示
せ
ば
足
り
る
か

ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
は
当
然
前
章
ま
で
に
の
べ
た
と
こ
ろ
と
矛
盾
す
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
喰
い
違
い
も
、
結
局
、
御
定
書
を
基

点
と
す
る
徳
川
刑
法
の
主
観
生
義
的
刑
法
へ
の
転
換
の
不
完
全
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
御
定
書
は
徳
川
刑
法
の
性
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格
を
変
化
さ
せ
た
け
れ
ど
も
、
同
時
に
、
法
典
と
し
て
の
御
定
書
は
き
わ
め
て
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
に
洩
れ
た
犯
罪
類

型
に
．
つ
い
て
は
依
然
も
と
の
ま
ま
（
共
犯
者
を
同
罪
に
す
る
）
処
分
方
法
が
残
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
後
期

に
お
け
る
徳
川
刑
法
に
は
以
上
の
二
つ
の
立
場
が
並
存
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
御
定
書
に
正
犯
・
従
犯
の
関
係
を
み
と
め
て

い
る
ば
あ
い
に
限
っ
て
そ
の
よ
う
な
区
別
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
区
別
な
き
と
き
は
大
体
共
同
正
犯
的
な
扱
い
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
徳
川
刑
法
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
律
が
と
く
に
規
定
な
き
ば
あ
い
は
原
則
と
し
て
首
従
を
分
っ
て
処
理
し
て

い
た
の
と
逆
の
方
法
を
と
る
も
の
と
い
い
う
べ
く
、
こ
の
点
徳
川
刑
法
の
共
犯
観
念
が
多
分
に
律
の
影
響
を
う
け
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の

処
分
の
方
法
に
も
か
な
り
の
類
似
点
を
見
出
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
重
要
な
る
差
異
と
し
て
見
逃
が
し
て
は
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

説

（一

j
　
（
二
）
御
仕
置
裁
許
帳
二
（
十
五
）
。

（
三
）
古
類
集
十
一
（
六
〇
七
）
天
明
五
。
途
中
二
て
相
学
候
旅
人
懐
中
之
金
子
奪
取
二
二
宿
利
八
一
件
。

（
四
）
古
類
集
十
一
（
⊥
ハ
七
三
）
寛
政
六
・
紳
田
松
下
町
試
丁
目
小
左
衛
門
早
書
右
衛
門
寄
子
松
五
郎
盗
い
た
し
候
一
件
。

（
五
）
撰
述
格
例
初
篇
五
ソ
下
（
五
）
寛
政
六
・
下
絡
二
子
村
二
而
捕
候
無
宿
源
雲
外
武
人
一
件
。

（
六
）
新
類
集
十
一
（
二
八
三
）
文
化
元
・
武
州
幸
手
宿
之
内
報
宿
留
吉
初
筆
潔
い
た
し
候
一
件
。

（
七
）
天
保
類
集
二
五
（
、
一
）
文
政
九
。
元
長
崎
町
博
多
町
金
助
外
芸
人
画
い
た
し
候
一
件
。

（
八
）
天
保
類
集
二
五
（
十
三
）
天
保
五
。
品
川
無
宿
新
八
外
萱
人
人
を
義
盗
い
た
し
候
一
件
。

（
九
）
前
掲
註
（
三
）
所
引
判
例
参
照
。

（
一
〇
）
前
掲
註
（
四
）
所
引
判
例
参
照
。

（一

�
j
　
た
と
え
ば
徳
川
時
代
裁
判
事
例
緬
刑
事
之
部
、
五
五
一
一
五
五
二
頁
。

（
＝
一
）
た
と
え
ば
古
類
集
十
二
（
七
五
二
）
天
明
七
・
板
橋
無
宿
三
之
助
坊
主
盗
い
た
し
候
一
件
な
ど
。
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百冊 説

　
　
　
共
謀
の
上
［
人
が
実
行
し
た
る
ば
あ
い

　
こ
れ
は
現
行
刑
法
土
共
謀
に
よ
る
共
同
正
犯
と
よ
ば
れ
て
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

事
例
は
多
い
。

　
前
期
に
あ
た
る
貞
享
二
年
十
月
十
五
日
の
仕
置
例
に
は
、

　
　
萱
人
　
長
　
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
右
之
者
、
木
綿
費
を
殺
春
節
、
手
署
不
仕
点
間
申
候
え
共
、
前
方
混
入
二
て
申
合
、
其
土
此
者
屋
敷
二
て
殺
候
上
ハ
、
三
人
之

　
　
　
　
者
同
罪
二
申
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
同
月
廿
五
日
牢
屋
二
て
斬
罪
、
四
ツ
谷
於
笹
塚
二
獄
門

の
ご
と
く
み
え
て
お
り
、
こ
れ
は
強
盗
殺
人
の
共
謀
は
し
た
け
れ
ど
も
実
行
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
共
同
正
犯
と
し
て

の
責
任
を
科
し
た
ば
あ
い
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
土
ハ
謀
に
よ
る
共
同
正
犯
の
事
例
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う

な
処
分
が
当
時
の
一
般
的
な
見
解
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
判
例
は
本
期
に
関
し
て
唯
一
つ
し
か
な
い
の
で
い
さ
さ
か
疑
わ
し
く
感
ぜ
ら
れ

な
い
で
も
な
い
。

（
二
二
）

（
一
四
）

（
一
五
）

（一

Z
）

（一

ｵ
）

（一

ｪ
）

二

前
掲
註
（
五
）
所
引
判
例
参
照
。

績
類
集
十
（
五
）
文
政
三
．
帥
m
白
壁
町
金
八
其
外
之
も
の
共
日
光
表
於
御
修
復
所
銅
早
旦
正
之
取
計
い
た
し
候
一
件
評
議
。

た
と
え
ば
天
保
類
集
二
七
（
四
九
）
天
保
九
・
相
州
大
矢
部
添
文
右
衛
門
外
心
人
導
い
た
し
候
一
件
。

新
類
集
十
二
（
三
〇
五
）
文
化
元
・
無
宿
万
吉
初
筆
随
い
た
し
候
一
件
。

た
と
え
ば
御
仕
置
裁
詐
帳
五
（
三
七
六
）
q

古
類
集
三
六
（
二
〇
四
三
）
寛
政
十
。
無
宿
久
八
入
墨
御
仕
置
二
相
成
候
後
半
中
之
盗
い
た
し
候
一
件
。

　
　
　
∩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
刑
泓
に
お
い
て
も
こ
れ
を
み
と
め
た
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降
っ
て
前
期
末
の
律
令
要
略
を
み
急
と

　
　
　
〔
五
〇
一
〕

　
　
　
一
、
密
夫
と
申
合
、
本
夫
を
殺
候
女
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
廻
之
上
獄
門

　
　
　
　
本
夫
を
可
殺
と
申
合
候
密
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
　
　
　
　
試
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
μ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
「

　
な
る
規
定
が
あ
る
。
こ
の
中
密
夫
は
単
に
本
命
を
殺
害
せ
ん
と
共
謀
し
た
だ
け
で
あ
る
の
に
、
正
犯
た
る
密
通
の
妻
と
同
じ
く
獄
門
の
刑

　
　
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
土
開
花
に
よ
る
共
同
正
犯
を
み
と
め
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
る
に
同
じ
律
令
要
略
の
〔
五
〇
四
〕
に
、

　
　
　
一
、
致
密
通
、
實
之
夫
を
殺
候
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
廻
之
上
礫

　
　
と
あ
る
の
で
、
密
通
の
上
共
謀
し
て
本
夫
を
殺
し
た
妻
は
単
独
で
な
す
よ
り
か
え
っ
て
刑
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
け
だ
し
、

　
密
夫
と
の
共
謀
に
よ
る
行
為
は
密
夫
の
教
唆
を
（
す
く
な
く
と
も
潜
在
的
に
は
）
予
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
に
反
し
、
単
独
の
犯
行
の
ば

　
　
あ
い
は
そ
の
決
意
を
な
す
に
い
た
っ
た
行
為
者
の
反
道
徳
的
入
格
の
重
大
さ
が
老
慮
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
行

　
為
者
も
単
な
る
共
謀
者
も
区
別
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
律
令
要
略
〔
五
〇
一
〕
の
規
定
は
い
わ
ば
準
共
同
正
犯
と
も
い
う
べ
き
も

　
　
の
で
あ
っ
た
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
御
定
書
は
こ
の
律
令
要
略
の
規
定
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
ζ
ろ
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
後
期
の

説　
判
例
に
は
積
極
消
極
両
様
の
も
の
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
8
　
窃
盗
罪
に
つ
い
て
は
、
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論説

　
イ
、
窃
盗
を
申
合
せ
た
が
そ
の
実
行
に
は
加
功
せ
ず
配
分
だ
け
収
受
し
た
も
の
に
関
す
る
、
享
和
元
年
熊
蔵
一
件
の
評
議
は
、
正
犯
同

様
入
墨
重
敲
の
刑
を
科
す
べ
き
や
と
の
伺
に
対
し
、
　
「
品
評
去
ル
寅
年
評
議
二
御
下
ケ
被
成
駅
長
谷
川
李
藏
火
附
盗
賊
改
勤
役
中
申
上
候

江
川
町
沖
右
衛
門
寄
子
三
太
郎
儀
奉
公
い
た
し
候
醐
粂
て
群
議
致
と
申
合
勿
論
濡
場
誓
え
ハ
不
罷
越
候
得
共
盗
取
候
品
孫
八
よ
り
受
取
金

助
方
え
持
参
質
入
い
た
し
好
配
分
取
可
申
と
同
道
い
た
し
罷
出
候
段
不
属
二
付
入
墨
重
敲
と
相
伺
評
議
之
上
髭
之
上
輕
追
放
と
申
上
其
通

相
濟
候
例
貢
合
伺
之
霜
葉
之
上
軽
追
璽
と
の
べ
て
、
共
同
正
犯
た
る
こ
と
を
否
認
し
て
鷲
鼻
上
輕
追
放
に
と
ど
め
た
先
例
を
援
用
し

て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
評
定
所
の
か
な
り
固
定
し
た
見
解
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
く
、
し
ば
し
ば
共
同
正
犯
的
処
分
を
み
と
め
た
伺
を
評
定

所
が
却
下
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
文
化
十
二
年
無
宿
源
助
外
戴
入
一
件
で
は
、
三
入
共
謀
の
上
二
人
で
出
掛
け
絶
群
明

之
臨
を
し
た
際
、
残
留
者
に
つ
い
て
も
実
行
者
同
様
死
罪
と
伺
っ
た
の
を
却
下
し
て
、
文
化
元
年
の
先
例
に
し
た
が
い
敲
之
上
輕
追
放
と

し
て
お
鯵
さ
ら
に
こ
の
例
に
よ
る
天
保
七
事
後
闘
　
今
留
村
乙
吉
釜
△
俺
及
び
天
保
九
年
黙
町
無
宿
入
叢
士
・
砿
穿
れ

そ
れ
こ
の
よ
う
な
共
謀
者
を
敲
之
上
輕
追
放
に
し
て
い
る
。
こ
の
中
、
天
保
九
年
の
例
は
盗
を
申
合
せ
出
掛
け
た
と
こ
ろ
、
途
中
で
腹
痛

を
も
よ
お
し
た
た
め
現
場
へ
は
行
か
な
か
っ
た
が
配
分
は
貰
受
け
た
事
例
で
あ
り
、
そ
の
事
情
は
単
純
な
共
謀
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
裁
判
所
は
か
か
る
差
異
ま
で
は
問
題
と
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
ら
し
く
、
土
ハ
謀
し
て
盗
に
出
掛
け
た
が
途
中
で
仲
間
を
見
失
い

や
む
な
く
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
、
す
で
に
仲
間
は
窃
盗
を
し
て
き
た
の
で
尋
物
の
配
分
を
受
け
た
事
例
に
お
い
て
も
同
様
敲
之
上
輕
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
と
ど
め
て
い
る
。

　
ロ
、
し
か
ら
ば
盗
の
申
合
せ
を
し
て
現
場
ま
で
行
っ
た
が
　
（
実
行
は
せ
ず
）
見
答
め
ら
れ
て
逃
走
し
た
た
め
、
未
だ
配
分
を
受
け
て
い

な
い
共
同
者
は
い
か
に
処
理
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
天
保
二
年
遠
田
久
右
衛
門
女
皇
丁
目
代
地
伊
兵
衛
寄
子
音
次
郎
外
戴
人
盗
い
た
し

候
一
件
は
、
土
ハ
犯
者
の
一
人
た
る
仙
戴
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
　
　
　
　
に
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
T
〃
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右
の
も
の
儀
同
類
申
合
盗
可
塑
と
百
姓
家
入
口
繕
寄
有
之
戸
を
明
ケ
這
入
懸
口
被
見
幕
何
二
而
も
不
得
盗
迩
且
又
ハ
音
次
郎
吉
五
郎
同

　
　
塞
い
た
し
候
途
中
武
州
卒
尾
原
二
士
た
は
こ
商
い
た
し
候
も
の
荷
箱
を
脊
負
囲
え
参
浴
用
付
右
荷
箱
引
出
し
二
有
之
費
溜
銭
可
盗
取
旨

　
　
申
合
音
次
郎
儀
後
ロ
之
方
よ
り
メ
り
無
之
右
引
出
し
を
明
ケ
内
之
銭
奪
取
軍
慮
見
事
被
聲
配
位
得
は
辮
去
右
銭
は
音
次
郎
所
持
い
た
し

　
　
未
配
分
は
取
不
申
候
得
共
右
始
末
不
届
二
付
入
墨
之
上
重
敲

　
　
　
　
　
　
但
宿
次
兵
衛
江
引
渡

　
　
　
此
儀
盗
二
入
部
節
被
見
飽
物
不
得
取
迩
去
候
段
は
前
書
音
次
郎
同
棟
敲
二
相
堂
肝
入
外
萱
人
申
合
途
中
之
盗
い
た
し
候
方
重
モ
之
不

　
　
　
属
二
有
之
吟
味
書
室
趣
二
而
は
音
次
郎
申
聞
候
二
同
意
い
た
し
同
人
銭
奪
取
候
節
ハ
此
も
の
祥
吉
五
郎
は
其
場
凶
夢
越
候
迄
二
而
被

　
　
　
油
漉
一
同
撤
去
候
途
中
被
召
捕
爾
人
と
も
い
ま
た
配
分
は
虫
取
由
二
有
之
先
例
相
糺
候
庭
無
常
リ
相
懸
之
例
相
見
不
当
依
之
勘
辮
評

　
　
　
議
仕
候
塵
盗
申
合
候
上
口
配
分
は
熊
取
候
と
も
御
仕
置
可
相
弛
筋
圧
は
有
之
間
敷
盗
之
次
第
は
下
降
二
無
之
候
得
共
去
ル
夘
年
評
議

　
　
　
　
二
御
下
郷
雲
肩
甲
府
勤
番
支
配
相
伺
候
甲
州
市
川
馬
所
左
衛
門
養
子
粗
率
無
宿
輿
図
衛
儀
去
ル
子
鼠
七
月
三
藏
と
酒
田
合
候
上
當
村

　
　
　
茂
右
衛
門
後
家
た
け
方
江
盗
二
入
可
憐
旨
三
藏
申
合
戴
朱
配
分
貰
受
候
積
二
恩
椎
左
衛
門
万
次
郎
一
同
申
含
罷
越
三
藏
儀
ハ
戸
明
キ

　
　
　
有
之
土
藏
江
這
入
此
も
の
は
戸
前
外
二
居
同
人
衣
類
盗
取
迩
富
麗
後
駆
藏
二
は
行
逢
不
申
配
分
は
不
貰
受
候
と
も
最
初
5
盗
之
儀
印

　
　
　
合
駆
上
は
同
類
二
無
様
不
届
二
付
入
墨
之
上
重
敲
と
相
舞
評
議
之
上
伺
之
通
と
申
早
耳
通
相
濟
候
例
も
御
座
候
間
前
書
音
次
郎
同
標

　
　
　
入
墨
重
敲
申
付
宿
次
兵
衛
江
引
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
評
議
之
通
濟

　
と
の
べ
て
、
こ
れ
を
実
行
者
と
同
視
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
本
件
評
議
は
も
っ
ぱ
ら
共
謀
の
点
を
強
調
し
、
最
初
よ
り
共
謀
の
事
実
あ
れ

説　
ば
配
分
の
有
無
に
関
せ
ず
同
類
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
が
、
盗
の
申
合
せ
を
し
て
、
（
現
場
へ
行
か
ず
）
配
分
だ
け
収
受
し
た
も
の
が
実
行

論　
者
よ
り
一
等
減
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
と
の
差
異
は
現
場
に
行
っ
た
か
否
か
に
こ
そ
も
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説

と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
評
議
は
当
面
の
問
題
処
理
に
眼
を
奪
わ
れ
て
、
む
し
ろ
第
二
義
的
な
配
分
の
問
題
の
み
を
と
り

あ
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
筆
者
は
、
窃
盗
の
共
謀
者
は
盗
の
現
場
へ
行
っ
た
か
否
か
で
大
き
く
そ
の
取
扱
い
を
異
に
し
た

も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
結
果
的
に
現
場
へ
行
か
な
か
っ
た
限
り
、
現
場
へ
行
く
意
思
を
有
し
た
か
否
か
ま
で
は
問
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
前
掲
天
保
九
年
の
判
例
等
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
、
す
く

な
く
と
も
単
な
る
共
謀
の
み
で
は
共
同
正
犯
を
み
と
め
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
の
余
地
な
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
同
じ
く
盗
罪

で
も
、

　
口
　
特
殊
な
盗
罪
に
つ
い
て
は
、
共
謀
に
よ
る
共
同
正
犯
を
み
と
め
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
と
し
て
は
、
二
人
共

謀
の
上
一
人
が
強
盗
殺
人
を
な
し
、
．
他
は
そ
の
配
分
を
う
け
た
事
例
に
関
し
、
こ
れ
を
と
も
に
御
定
書
の
「
人
を
殺
動
い
た
し
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

引
廻
之
上
獄
門
」
な
る
規
定
に
該
当
す
る
と
し
た
、
寛
政
六
年
三
州
萩
村
曹
桂
寺
平
倉
一
件
あ
る
い
は
、
難
船
二
事
寄
積
下
米
を
密
齎
し

た
事
件
で
、
共
謀
者
の
一
人
は
病
気
の
た
め
直
接
実
行
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
差
別
な
し
と
さ
れ
た
、
天
保
二
年
編
州
大
坂
佐
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
じ

屋
李
左
衛
門
船
乗
組
之
も
の
共
一
件
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
惟
う
に
、
前
者
は
そ
の
犯
罪
態
様
の
凶
悪
性
の
ゆ
え
に
、
ま
た
、
後
者
は
そ
の

侵
害
注
益
が
単
な
る
私
益
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
ゆ
え
に
と
ら
れ
た
特
別
な
措
置
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
、

　
口
　
知
能
犯
的
性
格
を
お
び
た
、
草
書
謀
判
の
罪
に
な
る
と
、
は
っ
き
り
肯
定
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ハ
文
化
十
年
天
満

船
大
工
町
藤
吉
山
事
い
た
し
候
一
件
の
評
議
は
「
此
儀
謀
判
取
持
候
も
の
は
仮
三
郎
二
候
駄
面
最
初
よ
り
巧
之
儀
申
合
候
上
は
藤
吉
も
同

　
　
　
　
　
　
コ
ニ
　

様
之
趣
意
二
面
」
と
の
べ
て
、
と
も
に
「
謀
書
下
ハ
謀
判
い
た
し
候
も
の
　
引
廻
之
上
獄
門
」
（
御
定
書
第
六
二
条
）
な
る
規
定
に
よ
り
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

断
し
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
判
例
を
援
用
し
た
も
の
が
文
政
．
年
間
の
仕
置
例
に
も
み
え
て
い
る
。

　
大
休
以
上
が
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
、
こ
の
種
の
共
犯
形
態
の
輪
廓
で
あ
る
が
、
い
ま
こ
れ
ら
に
よ
り
、
に
わ
か
に
そ
の
い
ず
れ
が
原
則

な
る
や
を
断
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
犯
罪
類
型
別
の
漠
然
た
る
傾
向
を
し
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
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も
っ
と
も
、
当
時
の
裁
判
所
の
見
解
で
は
、
犯
罪
実
行
の
と
き
現
実
に
下
手
し
な
く
と
も
、
全
体
と
し
て
観
て
そ
れ
ぞ
れ
が
共
謀
共
同

　
　
の
関
係
に
あ
れ
ば
、
や
は
り
共
同
正
犯
と
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

　
　
文
政
七
申
年
十
二
月
廿
七
日

　
　
　
松
孕
和
泉
守
殿
御
差
圖

　
　
　
　
石
川
主
水
正
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
橋
九
日
市
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
．
ハ
　
　
　
．
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
　
　
　
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
　
壼
　
人

　
　
　
右
前
者
共
儀
密
通
之
土
夫
婦
之
契
約
い
た
し
其
上
養
育
料
可
命
取
と
下
総
闘
器
財
嶋
村
市
郎
兵
衛
外
航
。
並
入
を
相
欺
無
宿
之
身
分
押
隠

　
　
　
　
し
き
さ
儀
出
産
後
妻
も
相
鷹
に
出
候
杯
申
儒
金
萱
雨
湿
分
相
添
右
市
郎
兵
衛
小
児
樺
次
郎
を
貰
受
追
而
育
差
支
候
迎
下
人
申
合
椹
次

　
　
　
郎
を
同
書
李
田
村
地
内
江
脊
負
革
り
同
入
相
中
江
樺
藏
儀
食
物
押
入
咽
ヲ
押
殺
害
い
た
し
死
骸
を
捨
置
迩
去
候
始
末
不
届
至
極
二
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
　

　
　
　
三
人
共
引
廻
之
上
傑

　
　
と
あ
る
も
の
や
、
ま
た
、
　
一
人
が
窃
盗
を
提
案
し
、
他
が
こ
れ
に
同
意
、
さ
ら
に
成
行
に
よ
っ
て
は
殺
害
し
て
奪
お
う
と
い
い
出
し
た
の

　
　
に
前
者
が
同
意
し
、
凶
器
を
受
け
と
っ
て
二
人
で
で
か
け
た
と
こ
ろ
、
後
者
は
二
人
殺
し
て
盗
を
し
た
事
件
の
前
者
に
関
す
る
評
議
に
、

　
　
混
儀
盗
響
之
も
の
三
階
芯
ム
邑
塞
廿
か
斎
蕎
影
響
跳
動
即
言
認
塁
温
言
船
齢
む
敏
f
懸
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
選
出
ひ
薫
修
坐
ハ
最
初
よ
り
右
次
第
可
及
段
申
合
鐵
五
郎
よ
り
刀
詩
取
置
候
厳
罰
候
上
は
此
も
の
手
を
下
し
候
儀
無
爵
候
共
右
二
差
別
は
無

説
郷
急
電
養
の
べ
ら
れ
て
お
り
・
と
も
に
「
入
を
殺
盗
い
た
し
候
も
の
」
の
御
定
に
て
引
廻
之
上
獄
門
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

論
っ
て
・
こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
み
れ
ば
・
単
な
る
共
謀
だ
け
な
ら
と
も
か
く
、
共
謀
の
土
多
少
と
も
積
極
的
な
行
動
（
た
と
え
ば
実
薯
と
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同
行
す
る
等
）
を
と
れ
ば
共
同
正
犯
と
み
と
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
（
一
）
御
仕
置
裁
許
帳
一
五
七
（
七
七
八
）
。

　
（
二
）
　
（
三
）
　
近
世
法
制
史
料
叢
書
第
二
、
三
三
七
頁
。

　
（
四
）
古
類
集
二
十
（
一
五
二
〇
）
享
和
元
・
宗
封
馬
郡
家
難
中
江
登
小
も
の
黒
黒
帯
い
た
し
候
一
件
。
な
お
、
徳
川
時
代
裁
判
事
例
績
刑
事
之
部
八
三

　
　
　
頁
参
照
。

　
（
五
）
御
定
書
は
通
常
の
窃
盗
罪
を
「
即
き
盗
」
　
「
途
中
之
盗
」
　
「
手
元
之
盗
」
　
「
忍
入
管
盗
」
　
「
戸
明
之
盗
」
等
に
分
っ
て
規
定
し
て
い
る
が
、
中
で

　
　
　
も
「
忍
入
之
盗
」
と
「
戸
明
之
盗
」
は
そ
の
区
別
を
め
ぐ
っ
て
判
例
法
上
精
緻
な
法
理
の
展
開
を
み
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
た
と
え
ば
「
錠
を

　
　
　
明
ケ
又
は
し
ん
さ
し
を
外
す
」
等
の
強
力
手
段
に
よ
っ
て
家
内
に
侵
入
窃
盗
す
る
も
の
で
死
罪
に
処
し
、
後
者
は
、
　
「
契
り
薄
キ
増
え
這
入
」
っ
て

　
　
　
窃
取
す
る
も
の
で
あ
っ
て
入
墨
平
手
に
処
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
か
ら
、
両
者
を
分
つ
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
「
〆
り
の
厚
薄
」
を
め
ぐ
る
論
議

　
　
　
は
被
疑
者
の
「
死
生
の
境
．
」
を
決
す
る
も
の
と
し
て
二
大
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
本
件
の
「
固
僻
明
．
之
盗
」
と
は
、
要
す
る
に
、
〆
り
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ら
　
て

　
　
　
る
戸
口
を
固
辞
明
け
て
侵
入
窃
取
す
る
も
の
を
い
っ
た
か
ら
、
　
「
忍
入
之
盗
」
の
御
定
の
適
用
を
う
け
た
こ
と
む
ろ
ん
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
ほ

　
　
　
か
に
「
建
寄
之
盗
」
と
称
す
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
容
易
に
あ
け
う
る
戸
よ
り
の
侵
入
に
よ
る
か
ら
「
戸
明
之
盗
」
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
。
窃
盗

　
　
　
罪
に
関
す
る
詳
細
は
、
平
松
助
教
授
「
徳
川
幕
府
刑
法
に
於
け
る
窃
盗
罪
」
　
（
駅
家
學
会
雑
誌
第
六
十
五
雀
五
・
六
・
七
號
、
同
十
一
・
十
二
號
）

　
　
　
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
（
六
）
本
件
の
記
録
は
、
天
保
類
集
二
九
（
二
一
）
天
保
七
・
肥
後
即
今
留
村
乙
吉
外
二
人
外
い
た
し
候
一
件
の
長
吉
に
関
す
る
評
議
の
中
に
み
え
る
の

　
　
　
み
で
あ
る
Q

　
（
七
）
前
掲
註
（
六
）
所
肌
判
例
。

　
（
八
）
天
保
類
集
二
九
（
二
二
）
天
保
九
・
西
響
町
無
宿
入
墨
虎
吉
盗
い
た
し
候
一
件
の
筑
前
無
宿
長
藏
に
関
す
る
評
議
。

　
（
九
）
天
保
類
集
二
九
（
二
〇
）
天
保
五
・
無
宿
政
吉
外
武
人
盗
又
は
博
変
い
た
し
候
一
件
。
な
お
本
件
評
議
に
は
盗
を
勧
め
ら
れ
て
同
意
し
、
一
緒
に
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で
か
け
た
が
、
途
中
で
待
っ
て
お
れ
と
い
う
の
で
そ
こ
に
と
ど
ま
り
、
や
が
て
盗
を
了
え
て
き
た
仲
間
か
ら
垂
物
の
配
分
を
う
け
た
も
の
に
つ
き
、

　
　
敲
之
上
輕
泊
放
に
焼
．
し
た
、
文
化
七
年
題
井
町
長
助
店
八
番
組
人
宿
忠
五
郎
寄
子
乙
吉
一
件
の
先
例
を
あ
げ
て
、
こ
れ
に
倣
う
旨
の
べ
て
お
る
。

（
一
〇
）
天
保
類
集
二
七
（
二
四
）
天
保
二
。
神
田
久
右
衛
門
町
試
丁
目
代
地
次
兵
衛
寄
子
音
次
郎
外
玉
人
旧
い
た
し
候
一
件
。

（
＝
）
撰
述
格
例
初
篇
十
一
ノ
一
（
六
）
に
掲
げ
る
判
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
寛
政
六
寅
年
八
月

　
　
公
巨
－
升
－
隔
士
臓
7
印
・
宣
し
副
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忍
明
反
k
ぺ
各
」
・
丁
鉢
「

　
　
」
－
、
」
1
1
了
、
7
一
．
H
’
，
系
、
・
7
障
μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
」
ユ
．
ナ
L
、
町
p
仁
，
十
丁

　
　
一
　
三
州
河
部
村
百
姓
七
郎
左
衛
門
を
打
殺
候
同
國
萩
村
曹
桂
寺
塾
主
鼻
先
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弗
「
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
ノ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

　
　
　
右
之
も
の
儀
大
鏡
申
合
三
州
寳
飯
郡
妙
見
村
少
林
寺
境
内
土
藏
戸
口
〆
り
無
料
戸
を
明
這
入
金
子
所
持
い
た
し
居
候
内
打
殺
可
奪
取
旨
大
鏡
申
出

　
　
　
候
に
同
意
い
た
し
止
宿
爲
致
七
郎
左
衛
門
を
大
長
打
殺
穰
中
座
取
出
し
候
金
子
之
内
配
分
受
酒
食
遊
興
二
遣
捨
候
段
不
届
至
極
二
付
引
廻
し
之
上

　
　
　
獄
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
御
仕
置
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
へ

　
　
　
右
御
定
書
二
人
を
殺
し
盗
い
た
し
候
も
の
引
廻
し
之
上
獄
門
と
有
之
七
郎
左
衛
門
を
及
殺
害
候
は
大
鏡
に
候
得
共
可
打
殺
旨
申
合
止
宿
爲
．
致
殊
ニ

　
　
　
へ
　
　
　
た
　
　
　
り
　
　
　
ぬ
　
　
　
ぬ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ

　
　
　
金
子
配
分
受
候
上
は
御
仕
置
弛
ミ
一
儀
は
・
有
之
上
敷
哉
二
付
御
定
之
通
引
廻
し
之
上
獄
門

（一

�
j
天
保
類
集
二
三
（
一
）
天
保
二
。
擶
州
大
坂
佐
野
屋
平
左
衛
門
船
乗
組
之
も
の
共
難
船
二
戸
寄
．
積
受
米
之
内
密
潔
い
た
し
候
一
件
評
議
に
「
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
儀
一
件
之
内
長
囲
評
議
二
業
上
候
御
定
之
水
主
二
見
蝋
燭
五
郎
は
煩
二
は
候
得
井
同
意
い
た
し
候
上
は
差
別
有
ラ
～
間
敷
眼
間
一
同
伺
之
通
入
墨
之
上

　
　
重
敲
」
と
み
ゆ
○

（
一
三
）
新
類
・
集
八
（
一
九
四
）
文
化
十
・
天
浦
船
大
工
町
藤
吉
勢
望
い
た
し
候
一
件
。

（一

l
）
績
類
集
七
（
三
）
文
政
元
・
撮
州
今
林
村
家
左
衛
門
其
外
之
も
の
共
巧
を
以
御
料
附
銀
借
受
候
一
件
評
議
。
こ
の
中
、
共
犯
榮
助
に
関
す
る
評
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説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ

　
議
に
「
…
…
…
嘉
左
衛
門
に
同
意
い
た
し
候
も
の
油
締
魏
左
衛
門
家
左
衛
門
と
弧
浦
差
別
ハ
有
之
間
敷
右
浮
人
同
様
細
書
謀
判
い
た
し
候
も
の
＼
御

　
　
定
二
て
…
…
…
」
と
あ
る
点
注
意
。

（
一
五
）
徳
川
時
代
裁
判
事
例
績
刑
嘉
之
部
五
五
一
－
五
五
二
頁
。

（
一
六
）
　
天
保
類
集
四
四
（
十
）
文
政
十
二
・
日
光
一
坊
正
範
坊
下
男
林
藏
外
郎
朝
儀
人
を
殺
甘
い
た
し
候
一
件
。
な
お
こ
の
ほ
か
、
古
類
集
十
二
（
六

　
九
三
）
明
和
九
・
薩
州
無
宿
茂
助
盗
い
た
し
候
一
件
の
越
後
無
宿
勘
次
郎
権
助
に
関
す
る
評
議
に
「
此
儀
（
中
略
）
伊
勢
参
躰
之
も
の
群
無
宿
喜
代

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
賊
も
此
も
の
打
癬
い
た
し
一
件
之
内
茂
助
は
打
劉
不
致
候
得
共
同
類
之
儀
二
付
御
仕
置
輕
重
は
有
御
座
間
敷
谷
間
…
－
」
と
あ
る
ご
と
き
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
　
　
完
）
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